
平
成
二
十
八
年
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の

保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
技
能
実
習

第
一
節
　
技
能
実
習
計
画
（
第
三
条―

第
二
十
三
条
）

第
二
節
　
監
理
団
体
（
第
二
十
四
条―

第
五
十
五
条
）

第
三
節
　
補
則
（
第
五
十
六
条
）

第
三
章
　
外
国
人
技
能
実
習
機
構

第
一
節
　
役
員
等
（
第
五
十
七
条
・
第
五
十
八
条
）

第
二
節
　
評
議
員
会
（
第
五
十
九
条
）

第
三
節
　
業
務
（
第
六
十
条―

第
六
十
三
条
）

第
四
節
　
補
則
（
第
六
十
四
条
・
第
六
十
五
条
）

第
四
章
　
雑
則
（
第
六
十
六
条―

第
六
十
九
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
定
義
に
従
う
も
の
と

す
る
。

一
　
「
第
一
号
技
能
実
習
」
と
は
、
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
及
び
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
い
う
。

二
　
「
第
二
号
技
能
実
習
」
と
は
、
第
二
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
及
び
第
二
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
い
う
。

三
　
「
第
三
号
技
能
実
習
」
と
は
、
第
三
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
及
び
第
三
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
い
う
。

四
　
「
第
一
号
技
能
実
習
生
」
と
は
、
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
生
及
び
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
を
い
う
。

五
　
「
第
二
号
技
能
実
習
生
」
と
は
、
第
二
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
生
及
び
第
二
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
を
い
う
。

六
　
「
第
三
号
技
能
実
習
生
」
と
は
、
第
三
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
生
及
び
第
三
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
を
い
う
。

七
　
「
入
国
後
講
習
」
と
は
、
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
同
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
講
習
を
い
う
。

八
　
「
取
次
送
出
機
関
」
と
は
、
外
国
の
送
出
機
関
（
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
外
国
の
送
出
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
に
な
ろ
う
と
す
る
者
か
ら
の
団
体
監
理
型
技
能
実

習
に
係
る
求
職
の
申
込
み
（
以
下
「
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
」
と
い
う
。
）
を
本
邦
の
監
理
団
体
に
取
り
次
ぐ
も
の
を
い
う
。

九
　
「
外
国
の
準
備
機
関
」
と
は
、
技
能
実
習
生
に
な
ろ
う
と
す
る
者
の
外
国
に
お
け
る
準
備
に
関
与
す
る
外
国
の
機
関
（
取
次
送
出
機
関
を
除
く
。
）
を
い
う
。

十
　
「
外
部
監
査
」
と
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
ロ
（
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
役
員
の
監
理
事
業
に
係
る
職
務
の
執
行
の
監
査
を
い
う
。

十
一
　
「
技
能
実
習
事
業
年
度
」
と
は
、
技
能
実
習
に
関
す
る
事
業
年
度
を
い
い
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
も
の
と
す
る
。

（
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
外
国
の
公
私
の
機
関
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
本
邦
の
公
私
の
機
関
（
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
引
き
続
き
一
年
以
上
の
国
際
取
引
の
実
績
又
は
過
去
一
年
間
に
十
億
円
以
上
の
国
際
取
引
の
実
績
を
有

す
る
機
関

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
国
際
的
な
業
務
上
の
提
携
を
行
っ
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
密
接
な
関
係
を
有
す
る
機
関
と
し
て
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の

第
二
章
　
技
能
実
習

第
一
節
　
技
能
実
習
計
画

（
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
）

第
三
条
　
法
第
八
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
同
一
の
親
会
社
（
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
親
会
社
を
い
う
。
）
を
も
つ
複
数
の
法
人

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
相
互
間
に
密
接
な
関
係
を
有
す
る
複
数
の
法
人
と
し
て
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
る
も
の

（
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
申
請
）

第
四
条
　
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
一
部
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1



２
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
に
あ
っ
て
は
、
当
該
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
習
監
理
を
受
け
る
監
理
団
体
か
ら
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
指
導
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
前
項
の
申

請
書
に
当
該
監
理
団
体
の
証
明
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
通
知
）

第
五
条
　
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
（
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
人
技
能
実
習
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
同
項
に
規
定
す
る
認
定
事
務
を
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
機
構
。
第
十
七
条

第
一
項
及
び
第
十
八
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
通
知
は
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
認
定
通
知
書
に
前
条
第
一
項
の
申
請
書
の
副
本
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
技
能
実
習
評
価
試
験
）

第
六
条
　
法
第
八
条
第
二
項
第
六
号
の
主
務
省
令
で
指
定
す
る
試
験
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

（
技
能
実
習
計
画
の
記
載
事
項
）

第
七
条
　
法
第
八
条
第
二
項
第
十
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
申
請
者
が
既
に
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
当
該
届
出
に
係
る
実
習
実
施
者
届
出
受
理
番
号

二
　
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
の
役
職
名
及
び
法
人
番
号
（
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
法
人

番
号
を
い
う
。
第
二
十
六
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

三
　
申
請
者
の
業
種

四
　
技
能
実
習
責
任
者
（
法
第
八
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
技
能
実
習
の
実
施
に
関
す
る
責
任
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
役
職
名

五
　
技
能
実
習
指
導
員
（
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
技
能
実
習
指
導
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
及
び
生
活
指
導
員
（
同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
生
活
指
導
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

氏
名
及
び
役
職
名

六
　
技
能
実
習
生
の
生
年
月
日
、
年
齢
及
び
性
別

七
　
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
項

イ
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
第
三
号
技
能
実
習
の
開
始
ま
で
の
間
に
本
国
に
一
時
帰
国
し
た
場
合
又
は
一
時
帰
国
す
る
予
定
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
時
帰
国
の
期
間
又
は
一
時
帰
国
す
る
予
定
の
期
間

ロ
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
引
き
続
き
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
技
能
実
習
を
休
止
し
て
一
時
帰
国
し
た
後
、
休
止
し
て
い
る
技
能
実
習
を
再
開
す
る
予
定
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
一
時
帰

国
す
る
予
定
の
期
間

八
　
第
二
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
第
一
号
技
能
実
習
に
係
る
技
能
実
習
計
画
、
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
第
二
号
技
能
実
習
に
係
る
技
能
実
習
計
画
に
お
い
て
定
め
た
目
標
の
達
成
状
況

九
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
監
理
団
体
の
許
可
番
号
、
許
可
の
別
、
監
理
責
任
者
（
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
監
理
責
任
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名
、
担
当
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在

地
並
び
に
技
能
実
習
計
画
の
作
成
の
指
導
を
担
当
す
る
者
の
氏
名

十
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
で
あ
っ
て
取
次
送
出
機
関
が
あ
る
も
の
に
係
る
場
合
は
、
当
該
取
次
送
出
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

（
技
能
実
習
計
画
の
添
付
書
類
）

第
八
条
　
法
第
八
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
申
請
者
が
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
の
登
記
事
項
証
明
書
、
直
近
の
二
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
そ
の
役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為

能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
あ
る
役
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
役
員
及
び
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
定
款
又
は
寄
附
行
為
並
び
に
そ
の
役

員
の
住
民
票
の
写
し
）
）
、
法
人
で
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
の
住
民
票
の
写
し
及
び
納
税
申
告
書
の
写
し

二
　
申
請
者
の
概
要
書

三
　
技
能
実
習
生
に
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
係
る
申
請
者
の
誓
約
書

四
　
技
能
実
習
生
の
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
及
び
履
歴
書

五
　
技
能
実
習
責
任
者
の
履
歴
書
並
び
に
就
任
承
諾
書
及
び
技
能
実
習
に
係
る
誓
約
書
の
写
し

六
　
技
能
実
習
指
導
員
の
履
歴
書
並
び
に
就
任
承
諾
書
及
び
技
能
実
習
に
係
る
誓
約
書
の
写
し

七
　
生
活
指
導
員
の
履
歴
書
並
び
に
就
任
承
諾
書
及
び
技
能
実
習
に
係
る
誓
約
書
の
写
し

八
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
技
能
実
習
計
画
に
基
づ
く
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
取
次
送
出
機
関
の
誓
約
書

九
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
監
理
団
体
と
申
請
者
の
間
の
実
習
監
理
に
係
る
契
約
の
契
約
書
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類
の
写
し

十
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
と
取
次
送
出
機
関
の
間
に
締
結
さ
れ
た
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
契
約
の
契
約
書
の
写
し

十
一
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
申
請
者
と
企
業
単
独
型
技
能
実
習
生
と
な
ろ
う
と
す
る
者
が
本
国
に
お
い
て
所
属
す
る
機
関
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
及
び
当
該
機
関
が
作
成
し
た
企

業
単
独
型
技
能
実
習
生
の
派
遣
に
係
る
証
明
書

十
二
　
外
国
の
準
備
機
関
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
外
国
の
準
備
機
関
の
概
要
書
及
び
誓
約
書

十
三
　
技
能
実
習
生
と
の
間
で
締
結
し
た
雇
用
契
約
の
契
約
書
及
び
雇
用
条
件
書
の
写
し

十
四
　
技
能
実
習
生
に
対
す
る
報
酬
の
額
が
日
本
人
が
従
事
す
る
場
合
の
報
酬
の
額
と
同
等
以
上
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

十
五
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
監
理
団
体
が
、
宿
泊
施
設
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
書
類
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十
六
　
食
費
、
居
住
費
そ
の
他
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
技
能
実
習
生
が
定
期
に
負
担
す
る
費
用
の
内
訳
及
び
当
該
費
用
が
適
正
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
書
類

十
七
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
又
は
第
二
条
の
外
国
の
公
私
の
機
関
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
、
監
理
団
体
又
は
取
次
送
出
機
関
が
、

技
能
実
習
の
期
間
中
の
待
遇
に
つ
い
て
技
能
実
習
生
に
説
明
し
、
か
つ
、
技
能
実
習
生
が
こ
れ
を
十
分
に
理
解
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

十
八
　
開
発
途
上
地
域
等
へ
の
技
能
、
技
術
又
は
知
識
（
以
下
「
技
能
等
」
と
い
う
。
）
の
移
転
に
よ
る
国
際
協
力
の
推
進
と
い
う
技
能
実
習
の
制
度
の
趣
旨
（
以
下
単
に
「
制
度
の
趣
旨
」
と
い
う
。
）
を
理
解
し
た
こ
と
並
び
に
第

十
条
第
二
項
第
三
号
ハ
及
び
第
六
号
イ
に
該
当
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
技
能
実
習
生
の
作
成
に
係
る
書
類

十
九
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
又
は
外
国
に
お
け
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
準
備
に
関
し
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
が
取
次
送
出
機
関
又
は

外
国
の
準
備
機
関
に
支
払
っ
た
費
用
の
額
及
び
内
訳
並
び
に
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
が
こ
れ
を
十
分
に
理
解
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
書
類

二
十
　
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
十
一
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十
条
第
二
項
第
三
号
ヘ
に
規
定
す
る
推
薦
に
係
る
推
薦
状

二
十
二
　
第
二
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
基
礎
級
の
技
能
検
定
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
の
技
能
検
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
（
法
第
八
条
第
二
項
第
六
号
に
規
定
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
合
格
し
た
こ
と
を
技
能
検
定
又
は
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
施
者
が
証
明
す
る
書
面
の
写
し

二
十
三
　
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
三
級
の
技
能
検
定
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
技
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
を
技
能
検
定
又
は
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
施
者
が
証
明
す
る

書
面
の
写
し

二
十
四
　
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
又
は
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
十
五
条
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

二
十
五
　
申
請
者
が
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
技
能
実
習
計
画
に
係
る
技
能
実
習
生
の
名
簿

二
十
六
　
そ
の
他
必
要
な
書
類

（
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
手
数
料
）

第
九
条
　
法
第
八
条
第
五
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
一
件
に
つ
き
三
千
九
百
円
と
す
る
。

（
技
能
実
習
の
目
標
及
び
内
容
の
基
準
）

第
十
条
　
法
第
九
条
第
二
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
技
能
実
習
の
目
標
に
係
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
能
実
習
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め

る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
一
号
技
能
実
習
　
次
の
い
ず
れ
か
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
修
得
を
さ
せ
る
技
能
等
に
係
る
基
礎
級
の
技
能
検
定
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
技
試
験
及
び
学
科
試
験
の
合
格

ロ
　
修
得
を
さ
せ
る
技
能
等
を
要
す
る
具
体
的
な
業
務
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
及
び
当
該
技
能
等
に
関
す
る
知
識
の
修
得
を
内
容
と
す
る
も
の
（
技
能
実
習
の
期
間
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
に
限
る
。
）

二
　
第
二
号
技
能
実
習
　
習
熟
を
さ
せ
る
技
能
等
に
係
る
三
級
の
技
能
検
定
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
技
試
験
の
合
格
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
第
三
号
技
能
実
習
　
熟
達
を
さ
せ
る
技
能
等
に
係
る
二
級
の
技
能
検
定
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
技
試
験
の
合
格
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
法
第
九
条
第
二
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
技
能
実
習
の
内
容
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
修
得
、
習
熟
又
は
熟
達
（
以
下
「
修
得
等
」
と
い
う
。
）
を
さ
せ
る
技
能
等
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
同
一
の
作
業
の
反
復
の
み
に
よ
っ
て
修
得
等
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

ロ
　
第
二
号
技
能
実
習
及
び
第
三
号
技
能
実
習
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
二
に
掲
げ
る
職
種
及
び
作
業
（
以
下
「
移
行
対
象
職
種
・
作
業
」
と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
従
事
さ
せ
る
業
務
に
つ
い
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
当
該
業
務
の
性
質
及
び
当
該
業
務
に
従
事
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
の
実
習
環
境
そ
の
他
の
環
境
に
照
ら
し
、
外
国
人
に
技
能
実
習
と
し
て
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

ロ
　
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
事
業
所
に
お
い
て
通
常
行
わ
れ
て
い
る
業
務
で
あ
り
、
当
該
事
業
所
に
備
え
ら
れ
た
技
能
等
の
修
得
等
に
必
要
な
素
材
、
材
料
等
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
移
行
対
象
職
種
・
作
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
業
務
に
従
事
さ
せ
る
時
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合
す
る
こ
と
。

（１）
　
必
須
業
務
（
技
能
実
習
生
が
修
得
等
を
し
よ
う
と
す
る
技
能
等
に
係
る
技
能
検
定
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
の
試
験
範
囲
に
基
づ
き
、
技
能
等
を
修
得
等
す
る
た
め
に
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
業

務
を
い
う
。
以
下
こ
の
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
業
務
に
従
事
さ
せ
る
時
間
全
体
の
二
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
関
連
業
務
（
必
須
業
務
に
従
事
す
る
者
に
よ
り
当
該
必
須
業
務
に
関
連
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
の
あ
る
業
務
で
あ
っ
て
、
修
得
等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
技
能
等
の
向
上
に
直
接
又
は
間
接
に
寄
与
す
る
業
務
を
い
う
。
）
　
業
務

に
従
事
さ
せ
る
時
間
全
体
の
二
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
。

（３）
　
周
辺
業
務
（
必
須
業
務
に
従
事
す
る
者
が
当
該
必
須
業
務
に
関
連
し
て
通
常
携
わ
る
業
務
（
（
２
）
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。
）
　
業
務
に
従
事
さ
せ
る
時
間
全
体
の
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
移
行
対
象
職
種
・
作
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
ハ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
従
事
さ
せ
る
時
間
の
う
ち
十
分
の
一
以
上
を
当
該
ハ
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
業
務
に

関
す
る
安
全
衛
生
に
係
る
業
務
に
充
て
る
こ
と
。

ホ
　
移
行
対
象
職
種
・
作
業
に
係
る
も
の
で
な
い
も
の
に
あ
っ
て
は
、
従
事
さ
せ
る
業
務
に
関
す
る
安
全
衛
生
に
係
る
業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

ヘ
　
ハ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
技
能
実
習
の
期
間
を
通
じ
た
業
務
の
構
成
が
、
技
能
実
習
の
目
標
に
照
ら
し
て
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
技
能
実
習
生
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
十
八
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
て
技
能
実
習
を
行
お
う
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
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ハ
　
本
国
に
帰
国
後
本
邦
に
お
い
て
修
得
等
を
し
た
技
能
等
を
要
す
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ニ
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
申
請
者
の
外
国
に
あ
る
事
業
所
又
は
第
二
条
の
外
国
の
公
私
の
機
関
の
外
国
に
あ
る
事
業
所
の
常
勤
の
職
員
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
事
業
所
か
ら
転
勤
し
、

又
は
出
向
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
本
邦
に
お
い
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
業
務
と
同
種
の
業
務
に
外
国
に
お
い
て
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
又
は
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
従
事
す
る
こ
と

を
必
要
と
す
る
特
別
な
事
情
が
あ
る
こ
と
。

ヘ
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
者
が
国
籍
又
は
住
所
を
有
す
る
国
又
は
地
域
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
。
以
下
「
入
管
法
」
と
い
う
。
）

第
二
条
第
五
号
ロ
に
規
定
す
る
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
公
的
機
関
（
政
府
機
関
、
地
方
政
府
機
関
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
推
薦
を
受
け
て
技
能
実
習
を
行
お
う
と
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。

ト
　
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以
上
一
時
帰
国
し
て
か
ら
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
引
き
続
き
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
技
能
実
習
を
休
止
し
て
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、
休
止
し
て
い
る
技
能
実
習
を
再
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

チ
　
同
じ
技
能
実
習
の
段
階
（
第
一
号
技
能
実
習
、
第
二
号
技
能
実
習
又
は
第
三
号
技
能
実
習
の
段
階
を
い
う
。
）
に
係
る
技
能
実
習
を
過
去
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
（
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
。

四
　
申
請
者
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
て
技
能
実
習
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
第
二
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
技
能
実
習
計
画
に
係
る
技
能
実
習
生
に
第
一
号
技
能
実
習
を
行
わ
せ
た
者
で
あ
る
こ
と
（
第
一
号
技
能
実
習
を
行
わ
せ
た
者
が
第
二
号
技
能
実
習
を
行
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
第
一
号
技
能
実
習
を
行
わ
せ
た
者
が
第
二
号
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
場
合
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
。

五
　
外
国
の
準
備
機
関
又
は
そ
の
役
員
が
、
過
去
五
年
以
内
に
、
技
能
実
習
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
者
に
不
正
に
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
さ
せ
る
目
的
、
監
理
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
不

正
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
更
新
を
受
け
さ
せ
る
目
的
、
出
入
国
若
し
く
は
労
働
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
事
実
を
隠
蔽
す
る
目
的
又
は
そ

の
事
業
活
動
に
関
し
外
国
人
に
不
正
に
入
管
法
第
三
章
第
一
節
若
し
く
は
第
二
節
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
交
付
、
上
陸
許
可
の
証
印
（
入
管
法
第
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
若
し
く
は
許
可
、
同

章
第
四
節
の
規
定
に
よ
る
上
陸
の
許
可
若
し
く
は
入
管
法
第
四
章
第
一
節
若
し
く
は
第
二
節
若
し
く
は
第
五
章
第
三
節
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
さ
せ
る
目
的
で
、
偽
造
若
し
く
は
変
造
さ
れ
た
文
書
若
し
く
は
図
画
又
は
虚
偽

の
文
書
若
し
く
は
図
画
を
行
使
し
、
又
は
提
供
す
る
行
為
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
。

六
　
技
能
実
習
の
実
施
に
関
し
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ
　
技
能
実
習
生
等
（
技
能
実
習
生
又
は
技
能
実
習
生
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
若
し
く
は
同
居
の
親
族
そ
の
他
技
能
実
習
生
等
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者

が
、
当
該
技
能
実
習
生
等
が
本
邦
に
お
い
て
行
う
技
能
実
習
に
関
連
し
て
、
保
証
金
の
徴
収
そ
の
他
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
管
理
さ
れ
ず
、
か
つ
、
技
能
実
習
に
係
る
契
約
の
不
履
行
に
つ
い
て
違

約
金
を
定
め
る
契
約
そ
の
他
の
不
当
に
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
移
転
を
予
定
す
る
契
約
を
し
な
い
こ
と
。

ロ
　
申
請
者
又
は
外
国
の
準
備
機
関
（
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
申
請
者
、
監
理
団
体
、
取
次
送
出
機
関
又
は
外
国
の
準
備
機
関
）
が
、
他
の
こ
れ
ら
の
者
と
の
間
で
、
技
能
実
習
生
等
が

本
邦
に
お
い
て
行
う
技
能
実
習
に
関
連
し
て
、
技
能
実
習
に
係
る
契
約
の
不
履
行
に
つ
い
て
違
約
金
を
定
め
る
契
約
そ
の
他
の
不
当
に
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
移
転
を
予
定
す
る
契
約
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

ハ
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
及
び
監
理
団
体
が
、
技
能
実
習
に
関
連
し
て
、
技
能
実
習
生
に
対
す
る
暴

行
、
脅
迫
、
自
由
の
制
限
そ
の
他
人
権
を
侵
害
す
る
行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と
。

ニ
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
（
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
又
は
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
団
体
監
理
型
技
能

実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
又
は
外
国
に
お
け
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
準
備
に
関
し
て
取
次
送
出
機
関
又
は
外
国
の
準
備
機
関
に
支
払
う
費
用
に
つ
き
、
そ
の
額
及
び
内
訳
を
十
分
に
理
解
し
て
こ
れ
ら
の
機
関
と
の
間
で
合

意
し
て
い
る
こ
と
。

七
　
第
一
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
入
国
後
講
習
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
監
理
団
体
が
、
自
ら
又
は
他
の
適
切
な
者
に
委
託
し
て
、
座
学
（
見

学
を
含
む
。
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
科
目
が
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（１）
　
日
本
語

（２）
　
本
邦
で
の
生
活
一
般
に
関
す
る
知
識

（３）
　
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
き
の
対
応
方
法
そ
の
他
技
能
実
習
生
の
法
的
保
護
に
必
要
な
情
報
（
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
（
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
申
請
者
又
は
監
理
団
体
に
所
属
す
る
者
を
除
く
。
）
が
講
義
を
行
う
も
の
に
限
る
。
）

（４）
　
（
１
）
か
ら
（
３
）
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
邦
で
の
円
滑
な
技
能
等
の
修
得
等
に
資
す
る
知
識

ハ
　
そ
の
総
時
間
数
（
実
施
時
間
が
八
時
間
を
超
え
る
日
に
つ
い
て
は
、
八
時
間
と
し
て
計
算
す
る
。
）
が
、
技
能
実
習
生
が
本
邦
に
お
い
て
行
う
第
一
号
技
能
実
習
の
予
定
時
間
全
体
の
六
分
の
一
以
上
（
当
該
技
能
実
習
生
が
、

過
去
六
月
以
内
に
、
本
邦
外
に
お
い
て
、
ロ
（
１
）
、
（
２
）
又
は
（
４
）
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
き
、
一
月
以
上
の
期
間
か
つ
百
六
十
時
間
以
上
の
課
程
を
有
し
、
座
学
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
次
の
い
ず
れ
か
の
講
習
（
以
下
「
入

国
前
講
習
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
二
分
の
一
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。
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（１）
　
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
監
理
団
体
が
、
自
ら
又
は
他
の
適
切
な
者
に
委
託
し
て
実
施
す

る
も
の

（２）
　
外
国
の
公
的
機
関
又
は
教
育
機
関
（
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
機
関
又
は
第
二
条
の
外
国
の
公
私
の
機
関
）
が
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る

も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
、
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
監
理
団
体
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
が
入
国
後
講
習
に
相
当
す
る
と
認
め
た
も
の

ニ
　
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
ロ
（
３
）
に
掲
げ
る
科
目
、
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
全
て
の
科
目
に
つ
い
て
、
修
得
さ
せ
よ
う
と
す
る

技
能
等
に
係
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
期
間
よ
り
前
に
行
わ
れ
、
か
つ
、
当
該
科
目
に
係
る
入
国
後
講
習
の
期
間
中
は
技
能
実
習
生
を
業
務
に
従
事
さ
せ
な
い
こ
と
。

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
（
法
第
五
十
三
条
に
規
定
す
る
事

業
所
管
大
臣
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

３
　
複
数
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
技
能
実
習
計
画
で
あ
る
場
合
に
は
、
主
た
る
職
種
及
び
作
業
（
複
数
の
職
種
及
び
作
業
の
う
ち

も
技
能
実
習
の
時
間
が
長
い
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
以
外
の
職
種
及
び
作
業
に
つ
い
て
は
、

法
第
九
条
第
二
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
技
能
実
習
の
目
標
に
係
る
も
の
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
い
ず
れ
か
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

一
　
修
得
等
を
し
よ
う
と
す
る
技
能
等
に
係
る
基
礎
級
の
技
能
検
定
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
技
試
験
及
び
学
科
試
験
の
合
格

二
　
修
得
等
を
し
よ
う
と
す
る
技
能
等
に
係
る
三
級
若
し
く
は
二
級
の
技
能
検
定
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
技
試
験
の
合
格

三
　
修
得
等
を
す
べ
き
技
能
等
を
要
す
る
具
体
的
な
業
務
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
及
び
当
該
技
能
等
に
関
す
る
知
識
の
修
得
等
を
内
容
と
す
る
も
の
（
当
該
技
能
等
に
係
る
業
務
に
従
事
す
る
時
間
に
照
ら
し
適
切
な
も
の
に
限

る
。
）

４
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
法
第
九
条
第
二
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
技
能
実
習
の
内
容
に
係
る
も
の
は
、
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
三
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
ハ
中
「
技
能
等
」
と
あ
る
の
は
「
主
た
る
職
種
及
び
作
業
に
係
る
技
能
等
」
と
、
同
号
ホ
中
「
従
事
し
よ
う
と
す
る
業
務
」
と
あ
る
の

は
「
従
事
し
よ
う
と
す
る
主
た
る
職
種
及
び
作
業
に
係
る
業
務
」
と
す
る
。

一
　
い
ず
れ
の
職
種
及
び
作
業
も
移
行
対
象
職
種
・
作
業
で
あ
る
こ
と
。

二
　
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
技
能
等
が
相
互
に
関
連
し
て
お
り
、
複
数
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
に
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
こ
と
。

（
主
務
省
令
で
定
め
る
評
価
）

第
十
一
条
　
法
第
九
条
第
五
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
評
価
は
、
技
能
実
習
の
目
標
（
前
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
第
三
項
第
三
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
が
全
て
達
成

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
技
能
実
習
指
導
員
が
確
認
す
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
技
能
実
習
指
導
員
は
、
前
項
の
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
技
能
実
習
責
任
者
を
確
認
の
場
に
立
ち
会
わ
せ
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
評
価
の
公
正
な
実
施
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
体
制
及
び
事
業
所
の
設
備
）

第
十
二
条
　
法
第
九
条
第
六
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
体
制
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
能
実
習
責
任
者
が
、
自
己
以
外
の
技
能
実
習
指
導
員
、
生
活
指
導
員
そ
の
他
の
技
能
実
習
に
関
与
す
る
職
員
を
監
督
し
、
技
能
実
習
の
進
捗
状
況
を
管
理
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
統
括
管
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

イ
　
技
能
実
習
計
画
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

ロ
　
法
第
九
条
第
五
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
技
能
実
習
生
が
修
得
等
を
し
た
技
能
等
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

ハ
　
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
る
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
又
は
機
構
（
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
務
大

臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
機
構
又
は
監
理
団
体
）
に
対
す
る
届
出
、
報
告
、
通
知
そ
の
他
の
手
続
に
関
す
る
こ
と
。

ニ
　
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
帳
簿
書
類
の
作
成
及
び
保
管
並
び
に
法
第
二
十
一
条
に
規
定
す
る
報
告
書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

ホ
　
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
の
準
備
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
監
理
団
体
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

ト
　
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

チ
　
技
能
実
習
生
の
労
働
条
件
、
産
業
安
全
及
び
労
働
衛
生
に
関
す
る
こ
と
。

リ
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
機
関
で
あ
っ
て
技
能
実
習
に
関
す
る
事
務
を
所
掌
す
る
も
の
、
機
構
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
技
能
実
習
の
指
導
を
担
当
す
る
者
と
し
て
、
申
請
者
又
は
そ
の
常
勤
の
役
員
若
し
く
は
職
員
の
う
ち
、
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
事
業
所
に
所
属
す
る
者
で
あ
っ
て
、
修
得
等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
技
能
等
に
つ
い
て
五
年
以
上
の

経
験
を
有
し
、
か
つ
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
も
の
の
中
か
ら
技
能
実
習
指
導
員
を
一
名
以
上
選
任
し
て
い
る
こ
と
。

イ
　
法
第
十
条
第
一
号
か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
第
十
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ロ
　
過
去
五
年
以
内
に
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
者

ハ
　
未
成
年
者

三
　
技
能
実
習
生
の
生
活
の
指
導
を
担
当
す
る
者
と
し
て
、
申
請
者
又
は
そ
の
常
勤
の
役
員
若
し
く
は
職
員
の
う
ち
、
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
事
業
所
に
所
属
す
る
者
で
あ
っ
て
、
前
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

も
の
の
中
か
ら
生
活
指
導
員
を
一
名
以
上
選
任
し
て
い
る
こ
と
。
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四
　
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
監
理
団
体
が
、
入
国
後
講
習
を
実
施
す
る
施
設
を
確
保
し
て
い
る
こ

と
。

五
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
又
は
監
理
団
体
が
、
申
請
者
の
事
業
に
関
す
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭

和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
よ
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
に
係
る
保
険
関
係
の
成
立
の
届
出
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

六
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
監
理
団
体
が
、
第
十
条
第
二
項
第
三
号
ト
に
規
定
す
る
一
時
帰
国
に
要
す
る
旅
費
（
同

号
ト
（
１
）
に
規
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
号
技
能
実
習
生
が
第
二
号
技
能
実
習
を
行
っ
て
い
る
間
に
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
第
五
十
二
条
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
技
能
実
習

の
終
了
後
の
帰
国
に
要
す
る
旅
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
技
能
実
習
の
終
了
後
の
帰
国
が
円
滑
に
な
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

七
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
お
い
て
、
監
理
団
体
が
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
外
国
の
送
出
機
関
か
ら
の
取
次
ぎ
で
あ
る
こ
と
。

八
　
申
請
者
又
は
そ
の
役
員
（
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
法
人
に
対
し
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、

取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
職
員
が
、
過
去
五
年
以
内
に
技
能
実
習
生
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
行
為
を

行
っ
て
い
な
い
こ
と
。

九
　
申
請
者
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
が
、
過
去
五
年
以
内
に
、
不
正
に
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
る
目
的
、
監
理
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
不
正
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は

第
三
十
二
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
更
新
を
受
け
さ
せ
る
目
的
、
出
入
国
若
し
く
は
労
働
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
事
実
を
隠
蔽
す
る
目
的
又
は
そ
の
事
業
活
動
に
関
し
外
国
人
に
不
正
に

入
管
法
第
三
章
第
一
節
若
し
く
は
第
二
節
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
交
付
、
上
陸
許
可
の
証
印
若
し
く
は
許
可
、
同
章
第
四
節
の
規
定
に
よ
る
上
陸
の
許
可
若
し
く
は
入
管
法
第
四
章
第
一
節
若
し
く
は
第
二
節
若
し
く
は
第
五
章

第
三
節
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
さ
せ
る
目
的
で
、
偽
造
若
し
く
は
変
造
さ
れ
た
文
書
若
し
く
は
図
画
又
は
虚
偽
の
文
書
若
し
く
は
図
画
を
行
使
し
、
又
は
提
供
す
る
行
為
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
。

十
　
法
第
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
企
業
単
独
型
実
習
実
施
者
に
あ
っ
て
は
機
構
に
、
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
に
あ
っ
て
は
監
理
団
体
に
、
当
該
事
実
を
報
告
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
。

十
一
　
申
請
者
又
は
監
理
団
体
に
お
い
て
、
技
能
実
習
生
と
の
間
で
、
技
能
実
習
計
画
と
反
す
る
内
容
の
取
決
め
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

十
二
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
監
理
団
体
が
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
改
善
命
令
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
監
理
団
体
が
改
善
に
必
要
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。

十
二
の
二
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
及
び
監
理
団
体
が
、
過
去
一
年
以
内
に
、
申
請
者
又
は
監
理
団
体
の

責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
技
能
実
習
生
の
行
方
不
明
者
を
発
生
さ
せ
て
い
な
い
こ
と
。

十
三
　
技
能
実
習
生
に
対
す
る
指
導
体
制
そ
の
他
の
技
能
実
習
を
継
続
し
て
行
わ
せ
る
体
制
が
適
切
に
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

十
四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働

大
臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

２
　
法
第
九
条
第
六
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
の
う
ち
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
事
業
所
の
設
備
に
係
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
能
等
の
修
得
等
に
必
要
な
機
械
、
器
具
そ
の
他
の
設
備
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

二
　
前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣

と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
技
能
実
習
責
任
者
の
選
任
）

第
十
三
条
　
法
第
九
条
第
七
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
技
能
実
習
責
任
者
の
選
任
は
、
申
請
者
又
は
そ
の
常
勤
の
役
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
っ
て
、
自
己
以
外
の
技
能
実
習
指
導
員
、

生
活
指
導
員
そ
の
他
の
技
能
実
習
に
関
与
す
る
職
員
を
監
督
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
場
に
あ
り
、
か
つ
、
過
去
三
年
以
内
に
技
能
実
習
責
任
者
に
対
す
る
講
習
と
し
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
修
了

し
た
者
の
う
ち
、
前
条
第
一
項
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
の
中
か
ら
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
能
実
習
生
の
待
遇
の
基
準
）

第
十
四
条
　
法
第
九
条
第
九
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
又
は
監
理
団
体
が
、
技
能
実
習
生
の
た
め
の
適
切
な
宿
泊
施
設
を
確
保
し
て

い
る
こ
と
。

二
　
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
、
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
申
請
者
又
は
監
理
団
体
が
、
手
当
の
支
給
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、

第
一
号
技
能
実
習
生
が
入
国
後
講
習
に
専
念
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
。

三
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
監
理
費
と
し
て
徴
収
さ
れ
る
費
用
に
つ
い
て
、
直
接
又
は
間
接
に
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
に
負
担
さ
せ
な
い
こ
と
と

し
て
い
る
こ
と
。

四
　
食
費
、
居
住
費
そ
の
他
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
技
能
実
習
生
が
定
期
に
負
担
す
る
費
用
に
つ
い
て
、
当
該
技
能
実
習
生
が
、
当
該
費
用
の
対
価
と
し
て
供
与
さ
れ
る
食
事
、
宿
泊
施
設
そ
の
他
の
利
益
の
内
容
を
十
分
に
理
解

し
た
上
で
申
請
者
と
の
間
で
合
意
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
費
用
の
額
が
実
費
に
相
当
す
る
額
そ
の
他
の
適
正
な
額
で
あ
る
こ
と
。

四
の
二
　
技
能
実
習
生
に
対
す
る
報
酬
を
、
当
該
技
能
実
習
生
の
指
定
す
る
銀
行
そ
の
他
の
金
融
機
関
に
対
す
る
当
該
技
能
実
習
生
の
預
金
口
座
若
し
く
は
貯
金
口
座
へ
の
振
込
み
又
は
当
該
技
能
実
習
生
に
現
実
に
支
払
わ
れ
た
額

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。
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（
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
基
準
）

第
十
五
条
　
法
第
九
条
第
十
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
総
合
的
に
評
価
し
て
、
技
能
等
の
修
得
等
を
さ
せ
る
能
力
に
つ
き
高
い
水
準
を
満
た

す
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
技
能
等
の
修
得
等
に
係
る
実
績

二
　
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
体
制

三
　
技
能
実
習
生
の
待
遇

四
　
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
へ
の
違
反
、
技
能
実
習
生
の
行
方
不
明
者
の
発
生
そ
の
他
の
問
題
の
発
生
状
況

五
　
技
能
実
習
生
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と
そ
の
他
の
技
能
実
習
生
に
対
す
る
保
護
及
び
支
援
の
体
制
及
び
実
施
状
況

六
　
技
能
実
習
生
と
地
域
社
会
と
の
共
生
に
向
け
た
取
組
の
状
況

（
技
能
実
習
生
の
数
）

第
十
六
条
　
法
第
九
条
第
十
一
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
能
実
習
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
（
次
号
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
　
第
一
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
（
外
国
に
あ
る
事
業
所
に
所
属
す
る
常
勤
の
職
員
及
び
技
能
実
習
生
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
総
数
に
二
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
、
第
二
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数

二
　
企
業
単
独
型
技
能
実
習
（
こ
の
号
で
定
め
る
数
の
企
業
単
独
型
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
場
合
に
お
い
て
も
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
企
業
単
独
型
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
有
す
る
も
の
と
出
入
国
在
留

管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
認
め
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
団
体
監
理
型
技
能
実
習
　
第
一
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数

（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
常
勤
の
職
員
の
総
数
）
、
第
二
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
二

を
乗
じ
て
得
た
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
）

申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数

技
能
実
習
生
の
数

三
百
一
人
以
上

申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
の
二
十
分
の
一

二
百
一
人
以
上
三
百
人
以
下

十
五
人

百
一
人
以
上
二
百
人
以
下

十
人

五
十
一
人
以
上
百
人
以
下

六
人

四
十
一
人
以
上
五
十
人
以
下

五
人

三
十
一
人
以
上
四
十
人
以
下

四
人

三
十
人
以
下

三
人

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
前
条
の
基
準
に
適
合
す
る
者
で
あ
る
場
合
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
あ
っ
て
は
申
請
者
が
同
条
の
基
準
に
適
合
す
る
者
で
あ
り
、
か
つ
、
監
理
団

体
が
一
般
監
理
事
業
に
係
る
監
理
許
可
（
法
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
監
理
許
可
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
九
条
第
十
一
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

主
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
能
実
習
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
に
規
定
す
る
企
業
単
独
型
技
能
実
習
　
第
一
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
十
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
、
第
二
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
五
分
の

一
を
乗
じ
て
得
た
数
、
第
三
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
十
分
の
三
を
乗
じ
て
得
た
数

二
　
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
技
能
実
習
　
同
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
の
区
分
に
応
じ
、
第
一
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常

勤
の
職
員
の
総
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
常
勤
の
職
員
の
総
数
）
、
第
二
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数
に
四
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
超
え

る
と
き
は
、
当
該
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
）
、
第
三
号
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数
に
六
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
三
を
乗
じ
て
得
た
数
を
超
え
る

と
き
は
、
当
該
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
三
を
乗
じ
て
得
た
数
）

３
　
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
技
能
実
習
で
あ
る
場
合
に
は
、
法
第
九
条
第
十
一
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
数
と
す
る
。

４
　
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
技
能
実
習
生
に
当
該
各
号
に
定
め
る
技
能
実
習
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
、
又
は
行
わ
せ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
当
該
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
、
又
は
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
前
三
項
で
定
め
る
数
を
超
え
る
と
き
は
、
法
第
九
条
第
十
一
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
数
は
、
前
三
項
で
定
め
る
数
（
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
で
定
め
る

数
を
超
え
て
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
と
き
は
、
同
項
で
定
め
る
数
又
は
現
に
受
け
入
れ
て
い
る
技
能
実
習
生
の
数
の
い
ず
れ
か
少
な
い
数
）
に
当
該
技
能
実
習
生
の
数
を
加
え
た
数
と
す
る
。

一
　
他
の
実
習
実
施
者
が
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
第
一
号
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
申
請
者
が
引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
機
会
を
与
え
る
も
の
　
第
一
号
技
能
実
習
又
は
第
二
号
技
能
実
習

二
　
他
の
実
習
実
施
者
が
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
第
二
号
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
申
請
者
が
引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
機
会
を
与
え
る
も
の
　
第
二
号
技
能
実
習

三
　
他
の
実
習
実
施
者
が
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
第
三
号
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
申
請
者
が
引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
機
会
を
与
え
る
も
の
　
第
三
号
技
能
実
習

四
　
申
請
者
が
技
能
実
習
を
行
わ
せ
て
い
る
第
一
号
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
第
一
号
技
能
実
習
の
開
始
後
に
特
別
な
事
情
が
生
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
者
の
下
で
引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
　
第
二
号

技
能
実
習
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（
技
能
実
習
に
関
す
る
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
十
六
条
の
二
　
法
第
十
条
第
五
号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
技
能
実
習
に
関
す
る
業
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、

判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
十
七
条
　
法
第
十
一
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
次
に
掲
げ
る
変
更
以
外
の
変
更
で
あ
っ
て
、
申
請
者
が
当
該
変
更
が
あ
っ
た
旨
を
当
該
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
と
と
も
に
別
記
様
式
第
三
号
に

よ
り
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
た
も
の
と
す
る
。

一
　
技
能
実
習
の
目
標
の
変
更

二
　
技
能
実
習
の
内
容
の
う
ち
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
の
変
更

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
認
定
計
画
（
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
計
画
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
従
っ
た
技
能
実
習
の
実
施
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
る
変
更

２
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
前
項
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
者
は
、
実
習
監
理
を
受
け
る
監
理
団
体
の
指
導
に
基
づ
き
、
当
該
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
能
実
習
計
画
の
変
更
の
認
定
申
請
等
）

第
十
八
条
　
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
一
部
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
通
知
は
、
別
記
様
式
第
五
号
に
よ
る
変
更
認
定
通
知
書
に
第
一
項
の
申
請
書
の
副
本
を
添
え
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
八
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
に
係
る
も
の
と
す
る
。

（
職
員
の
身
分
証
明
書
）

第
十
九
条
　
法
第
十
三
条
第
二
項
（
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
第
五
十
条
に
規
定
す
る
場
合
を
除
き
、
別
記
様
式
第
六
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
実
施
の
届
出
）

第
二
十
条
　
法
第
十
七
条
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
七
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
十
七
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
技
能
実
習
計
画
の
認
定
番
号
及
び
認
定
年
月
日

３
　
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
（
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
法
第
十
七
条
の
届
出
の
受
理
に
係
る
事
務
を
行
わ
せ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
機
構
）
は
、
同
条
の
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
別
記
様

式
第
八
号
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
届
出
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
届
出
等
）

第
二
十
一
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
届
出
は
、
別
記
様
式
第
九
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
実
習
実
施
者
届
出
受
理
番
号
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
技
能
実
習
計
画
の
認
定
番
号
、
認
定
年
月
日
及
び
技
能
実
習
の
区
分

三
　
技
能
実
習
生
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
年
齢
及
び
性
別

四
　
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
事
由
並
び
に
そ
の
発
生
時
期
及
び
原
因

五
　
技
能
実
習
生
の
現
状

六
　
技
能
実
習
の
継
続
の
た
め
の
措
置

（
帳
簿
書
類
）

第
二
十
二
条
　
法
第
二
十
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
帳
簿
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
能
実
習
生
の
管
理
簿

二
　
認
定
計
画
の
履
行
状
況
に
係
る
管
理
簿

三
　
技
能
実
習
生
に
従
事
さ
せ
た
業
務
及
び
技
能
実
習
生
に
対
す
る
指
導
の
内
容
を
記
録
し
た
日
誌

四
　
企
業
単
独
型
実
習
実
施
者
に
あ
っ
て
は
、
入
国
前
講
習
及
び
入
国
後
講
習
の
実
施
状
況
を
記
録
し
た
書
類

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
書
類

２
　
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
帳
簿
書
類
を
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
事
業
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
技
能
実
習
生
が
技
能
実
習
を
終
了
し
た
日
か
ら
一
年
間
と
す
る
。

（
実
施
状
況
報
告
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
技
能
実
習
の
実
施
の
状
況
に
関
す
る
報
告
書
は
、
技
能
実
習
事
業
年
度
ご
と
に
、
別
記
様
式
第
十
号
に
よ
り
、
技
能
実
習
の
実
施
状
況
を
記
載
し
、
翌
技
能
実
習
事
業
年
度
の
五
月
三
十
一
日

ま
で
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
前
項
の
報
告
書
の
作
成
は
、
実
習
監
理
を
受
け
る
監
理
団
体
の
指
導
に
基
づ
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
節
　
監
理
団
体

（
許
可
の
申
請
）

第
二
十
四
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
二
部
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
外
国
の
送
出
機
関
）

第
二
十
五
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
六
号
（
法
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
本
邦
へ
の
送
出
に
関
す
る
事
業
を
行
う
事
業
所
が
所
在
す
る
国
又
は
地
域
の
公
的
機
関
か
ら
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
を
適
切
に
本
邦
の
監
理
団
体
に
取
り
次
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し

て
推
薦
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

二
　
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
て
技
能
実
習
を
行
お
う
と
す
る
者
の
み
を
適
切
に
選
定
し
、
本
邦
へ
の
送
出
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
か
ら
徴
収
す
る
手
数
料
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
算
出
基
準
を
明
確
に
定
め
て
公
表
す
る
と
と
も
に
、
当
該
費
用
に
つ
い
て
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
に
対
し
て
明
示
し
、
十
分
に
理
解
さ
せ
る

こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

四
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
修
了
し
て
帰
国
し
た
者
が
修
得
等
を
し
た
技
能
等
を
適
切
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
就
職
先
の
あ
っ
せ
ん
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

五
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
修
了
し
て
帰
国
し
た
者
に
よ
る
技
能
等
の
移
転
の
状
況
等
に
つ
い
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
又
は
機
構
が
行
う
調
査
に
協
力
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
又
は
機
構
か
ら
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
要
請
に
応
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

六
　
当
該
機
関
又
は
そ
の
役
員
が
禁
錮
以
上
の
刑
（
こ
れ
に
相
当
す
る
外
国
の
法
令
に
よ
る
刑
を
含
む
。
）
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
刑
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な

い
者
で
な
い
こ
と
。

七
　
第
一
号
に
規
定
す
る
国
又
は
地
域
の
法
令
に
従
っ
て
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

八
　
当
該
機
関
又
は
そ
の
役
員
が
、
過
去
五
年
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
い
な
い
こ
と
。

イ
　
技
能
実
習
に
関
連
し
て
、
保
証
金
の
徴
収
そ
の
他
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
技
能
実
習
生
等
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
若
し
く
は
同
居
の
親
族
そ
の
他
技
能
実
習
生
等
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
の

金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
管
理
す
る
行
為

ロ
　
技
能
実
習
に
係
る
契
約
の
不
履
行
に
つ
い
て
違
約
金
を
定
め
る
契
約
そ
の
他
の
不
当
に
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
移
転
を
予
定
す
る
契
約
を
す
る
行
為

ハ
　
技
能
実
習
生
等
に
対
す
る
暴
行
、
脅
迫
、
自
由
の
制
限
そ
の
他
人
権
を
侵
害
す
る
行
為

ニ
　
技
能
実
習
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
者
に
不
正
に
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
さ
せ
る
目
的
、
監
理
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
に
不
正
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
一

項
の
許
可
若
し
く
は
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
更
新
を
受
け
さ
せ
る
目
的
、
出
入
国
若
し
く
は
労
働
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
事
実
を
隠
蔽
す
る
目
的
又
は
そ
の
事
業
活
動
に
関
し
外
国
人
に
不
正
に
入
管
法
第
三
章

第
一
節
若
し
く
は
第
二
節
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
交
付
、
上
陸
許
可
の
証
印
若
し
く
は
許
可
、
同
章
第
四
節
の
規
定
に
よ
る
上
陸
の
許
可
若
し
く
は
入
管
法
第
四
章
第
一
節
若
し
く
は
第
二
節
若
し
く
は
第
五
章
第
三
節
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
受
け
さ
せ
る
目
的
で
、
偽
造
若
し
く
は
変
造
さ
れ
た
文
書
若
し
く
は
図
画
又
は
虚
偽
の
文
書
若
し
く
は
図
画
を
行
使
し
、
又
は
提
供
す
る
行
為

九
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を
行
う
に
当
た
り
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
若
し
く
は
同
居
の
親
族
そ
の
他
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有

す
る
者
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
関
連
し
て
、
保
証
金
の
徴
収
そ
の
他
名
目
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
管
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
及
び
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
契
約
の
不
履
行
に
つ
い
て
違
約
金
を

定
め
る
契
約
そ
の
他
の
不
当
に
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
移
転
を
予
定
す
る
契
約
を
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
に
な
ろ
う
と
す
る
者
か
ら
確
認
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
こ
と
。

十
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
を
適
切
に
本
邦
の
監
理
団
体
に
取
り
次
ぐ
た
め
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
二
十
六
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
七
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
役
員
の
役
職
名
及
び
法
人
番
号

二
　
責
任
役
員
（
監
理
事
業
に
責
任
を
有
す
る
役
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名

三
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
ロ
の
措
置
（
以
下
「
外
部
監
査
の
措
置
」
と
い
う
。
）
を
講
ず
る
場
合
に
あ
っ
て
は
外
部
監
査
を
行
う
者
（
以
下
「
外
部
監
査
人
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
、
講
じ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

指
定
外
部
役
員
（
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
役
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名

四
　
法
人
の
種
類

五
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
取
扱
職
種
の
範
囲
等

六
　
取
次
ぎ
を
受
け
ず
に
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
を
受
け
る
方
法
の
概
要

七
　
監
理
事
業
を
開
始
す
る
予
定
年
月
日

八
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
体
制
の
概
要

（
申
請
書
の
添
付
書
類
）

第
二
十
七
条
　
法
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
申
請
者
」
と
い
う
。
）
の
登
記
事
項
証
明
書
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
並
び
に
直
近
の
二
事
業
年
度
に
係
る
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は

収
支
計
算
書

二
　
監
理
事
業
に
関
す
る
資
産
の
内
容
及
び
そ
の
権
利
関
係
を
証
す
る
書
類

三
　
申
請
者
の
概
要
書

四
　
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
個
人
情
報
の
適
正
管
理
及
び
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
規
程
の
写
し
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五
　
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
監
理
団
体
の
業
務
の
運
営
（
監
理
費
の
徴
収
を
含
む
。
）
に
係
る
規
程
の
写
し

六
　
申
請
者
が
作
成
し
た
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
誓
約
書

七
　
申
請
者
の
役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
営
業
に
関
し
成
年
者
と
同
一
の
行
為
能
力
を
有
し
な
い
未
成
年
者
で
あ
る
役
員
に
つ
い
て
は
、
当
該
役
員
及
び
そ
の
法
定
代
理
人
の
住
民
票
の
写
し
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、

当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
及
び
定
款
又
は
寄
附
行
為
並
び
に
そ
の
役
員
の
住
民
票
の
写
し
）
）
及
び
履
歴
書

八
　
監
理
責
任
者
の
住
民
票
の
写
し
、
履
歴
書
並
び
に
就
任
承
諾
書
及
び
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
誓
約
書
の
写
し

九
　
外
部
監
査
の
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
外
部
監
査
人
の
概
要
書
並
び
に
就
任
承
諾
書
及
び
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
誓
約
書
の
写
し

十
　
外
部
監
査
の
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定
外
部
役
員
の
就
任
承
諾
書
及
び
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
誓
約
書
の
写
し

十
一
　
外
国
の
送
出
機
関
か
ら
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
外
国
の
送
出
機
関
の
概
要
書

ロ
　
外
国
の
送
出
機
関
が
所
在
す
る
国
又
は
地
域
に
お
い
て
事
業
を
行
う
こ
と
を
証
す
る
書
類

ハ
　
申
請
者
と
外
国
の
送
出
機
関
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
申
請
者
が
当
該
外
国
の
送
出
機
関
か
ら
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を
受
け
る
こ
と
に
係
る
契
約
の
契
約
書
の
写
し

ニ
　
外
国
の
送
出
機
関
が
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
か
ら
徴
収
す
る
費
用
の
算
出
基
準
を
記
載
し
た
書
類

ホ
　
外
国
の
送
出
機
関
の
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
誓
約
書

ヘ
　
第
二
十
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
推
薦
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
推
薦
状
そ
の
他
の
推
薦
を
し
た
国
又
は
地
域
の
公
的
機
関
の
作
成
に
係
る
書
類

十
二
　
技
能
実
習
計
画
の
作
成
の
指
導
に
従
事
す
る
者
の
履
歴
書

十
三
　
一
般
監
理
事
業
の
許
可
の
申
請
に
係
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
三
十
一
条
の
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

十
四
　
船
員
（
船
員
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
船
員
を
い
う
。
）
で
あ
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
に
係
る
実
習
監
理
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

十
五
　
そ
の
他
必
要
な
書
類

２
　
法
第
二
十
三
条
第
三
項
（
法
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
べ
き
事
業
計
画
書
は
、
別
記
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
監
理
団
体
の
許
可
の
手
数
料
）

第
二
十
八
条
　
法
第
二
十
三
条
第
七
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
二
千
五
百
円
（
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
百
円
に
当
該
事
業
所
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
五
百

円
を
加
え
た
額
）
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
四
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
四
万
七
千
五
百
円
（
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
が
二
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
七
千
百
円
に
当
該
事
業
所
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
四
万
七

千
五
百
円
を
加
え
た
額
）
と
す
る
。

（
本
邦
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
）

第
二
十
九
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
商
工
会
議
所
（
そ
の
実
習
監
理
を
受
け
る
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
当
該
商
工
会
議
所
の
会
員
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

二
　
商
工
会
（
そ
の
実
習
監
理
を
受
け
る
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
当
該
商
工
会
の
会
員
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

三
　
中
小
企
業
団
体
（
中
小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
中
小
企
業
団
体
を
い
う
。
）
（
そ
の
実
習
監
理
を
受
け
る
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
当
該
中
小

企
業
団
体
の
組
合
員
又
は
会
員
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
）

四
　
職
業
訓
練
法
人

五
　
農
業
協
同
組
合
（
そ
の
実
習
監
理
を
受
け
る
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
当
該
農
業
協
同
組
合
の
組
合
員
で
あ
っ
て
農
業
を
営
む
場
合
に
限
る
。
）

六
　
漁
業
協
同
組
合
（
そ
の
実
習
監
理
を
受
け
る
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
当
該
漁
業
協
同
組
合
の
組
合
員
で
あ
っ
て
漁
業
を
営
む
場
合
に
限
る
。
）

七
　
公
益
社
団
法
人

八
　
公
益
財
団
法
人

九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
法
人
以
外
の
法
人
で
あ
っ
て
、
監
理
事
業
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
特
別
の
理
由
が
あ
り
、
か
つ
、
重
要
事
項
の
決
定
及
び
業
務
の
監
査
を
行
う
適
切
な
機
関
を
置
い
て
い
る
も
の

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
実
習
監
理
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る

法
人
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
法
人
と
す
る
。

（
外
部
役
員
及
び
外
部
監
査
人
）

第
三
十
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
イ
（
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。

一
　
申
請
者
が
実
習
監
理
を
行
う
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
り
、
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

二
　
過
去
五
年
以
内
に
申
請
者
が
実
習
監
理
を
行
っ
た
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
の
役
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
り
、
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

三
　
前
二
号
に
規
定
す
る
者
の
配
偶
者
又
は
二
親
等
以
内
の
親
族

四
　
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
指
定
外
部
役
員
に
よ
る
次
項
に
規
定
す
る
確
認
の
公
正
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

２
　
申
請
者
は
、
外
部
監
査
の
措
置
を
講
じ
な
い
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
以
外
の
役
員
（
責
任
役
員
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
の
中
か
ら
、
団
体
監
理
型
実
習
実
施

者
に
対
す
る
監
査
そ
の
他
の
申
請
者
の
業
務
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
を
担
当
す
る
役
員
を
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。
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一
　
過
去
三
年
以
内
に
外
部
役
員
に
対
す
る
講
習
と
し
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
申
請
者
の
役
員
（
監
理
事
業
に
係
る
業
務
の
適
正
な
執
行
の
指
導
監
督
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
者
及
び
指
定
外
部
役
員
に
指
定
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
職
員
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら

の
者
で
あ
っ
た
者

ロ
　
申
請
者
の
構
成
員
（
申
請
者
が
実
習
監
理
す
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
職
種
に
係
る
事
業
を
営
む
者
に
限
る
。
）
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

ハ
　
実
習
実
施
者
（
申
請
者
が
実
習
監
理
を
行
う
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員

ニ
　
監
理
団
体
（
申
請
者
を
除
く
。
）
の
役
員
（
監
理
事
業
に
係
る
業
務
の
適
正
な
執
行
の
指
導
監
督
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
者
及
び
指
定
外
部
役
員
に
指
定
さ
れ
て
い
る
者
を
除
く
。
）
又
は
職
員

ホ
　
申
請
者
が
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を
受
け
る
外
国
の
送
出
機
関
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
申
請
者
又
は
そ
の
役
員
、
職
員
若
し
く
は
構
成
員
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
、
過
去
に
技
能
実
習
に
関
し
て
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
行
っ
た
者
で

あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
こ
の
項
に
規
定
す
る
確
認
の
公
正
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

３
　
指
定
外
部
役
員
は
、
前
項
に
規
定
す
る
確
認
を
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
、
監
理
事
業
を
行
う
各
事
業
所
に
つ
き
三
月
に
一
回
以
上
の
頻
度
で
行
い
、
そ
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
責
任
役
員
及
び
監
理
責
任
者
か
ら
報
告
を
受
け
る
こ
と
。

二
　
申
請
者
の
事
業
所
に
お
い
て
そ
の
設
備
を
確
認
し
、
及
び
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
閲
覧
す
る
こ
と
。

４
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
ロ
（
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
密
接
な
関
係
を
有
し
な
い
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
と
す
る
。

一
　
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者

二
　
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
外
部
監
査
の
公
正
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

５
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
ロ
（
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
外
部
監
査
を
適
切
に
行
う
能
力
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
過
去
三
年
以
内
に
外
部
監
査
人
に
対
す
る
講
習
と
し
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
申
請
者
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

ロ
　
申
請
者
の
構
成
員
（
申
請
者
が
実
習
監
理
す
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
職
種
に
係
る
事
業
を
営
む
者
に
限
る
。
）
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

ハ
　
実
習
実
施
者
（
申
請
者
が
実
習
監
理
を
行
う
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員

ニ
　
監
理
団
体
（
申
請
者
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員

ホ
　
申
請
者
が
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を
受
け
る
外
国
の
送
出
機
関
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

ヘ
　
法
第
二
十
六
条
第
五
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

ト
　
法
人
で
あ
っ
て
、
法
第
二
十
六
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
又
は
そ
の
役
員
の
う
ち
に
イ
か
ら
ホ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

チ
　
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
申
請
者
又
は
そ
の
役
員
、
職
員
若
し
く
は
構
成
員
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
、
過
去
に
技
能
実
習
に
関
し
て
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
行
っ
た
者
で

あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
外
部
監
査
の
公
正
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

６
　
外
部
監
査
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
に
対
す
る
監
査
そ
の
他
の
申
請
者
の
業
務
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
、
監
理
事
業
を
行
う
各
事
業
所
に
つ
き
三
月
に
一
回
以
上
の
頻
度

で
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
申
請
者
に
提
出
す
る
こ
と
。

二
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
に
対
す
る
監
査
が
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
申
請
者
が
行
う
第
五
十
二
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
監
査
に
監
理
事
業
を
行
う
各
事
業
所
に
つ
き
一
年
に
一
回
以
上
同
行
す
る
こ

と
に
よ
り
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
を
申
請
者
に
提
出
す
る
こ
と
。

（
一
般
監
理
事
業
の
許
可
に
係
る
基
準
）

第
三
十
一
条
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
七
号
（
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
総
合
的
に
評
価
し
て
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
実
施
状
況
の
監

査
そ
の
他
の
業
務
を
遂
行
す
る
能
力
に
つ
き
高
い
水
準
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
実
施
状
況
の
監
査
そ
の
他
の
業
務
を
行
う
体
制
及
び
実
施
状
況

二
　
実
習
監
理
す
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
お
け
る
技
能
等
の
修
得
等
に
係
る
実
績

三
　
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
へ
の
違
反
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
行
方
不
明
者
の
発
生
そ
の
他
の
問
題
の
発
生
状
況

四
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
こ
と
そ
の
他
の
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
に
対
す
る
保
護
及
び
支
援
の
体
制
及
び
実
施
状
況

五
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
と
地
域
社
会
と
の
共
生
に
向
け
た
取
組
の
状
況

（
労
働
条
件
等
の
明
示
）

第
三
十
二
条
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
五
条
の
三
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
に
対
し
て
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
及
び
賃
金
、
労
働
時
間
そ
の
他

の
労
働
条
件
（
以
下
「
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
」
と
い
う
。
）
の
範
囲
内
で
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
特
定
す
る
場
合

二
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
に
対
し
て
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
削
除
す
る
場
合
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三
　
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等
を
追
加
す
る
場
合

２
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
三
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
の
場
合
に
お
い
て
特
定
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

二
　
前
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
削
除
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

三
　
前
項
第
三
号
の
場
合
に
お
い
て
追
加
す
る
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
等

３
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
三
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
が
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容
に
関
す
る
事
項

二
　
労
働
契
約
の
期
間
に
関
す
る
事
項

三
　
就
業
の
場
所
に
関
す
る
事
項

四
　
始
業
及
び
終
業
の
時
刻
、
所
定
労
働
時
間
を
超
え
る
労
働
の
有
無
、
休
憩
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

五
　
賃
金
（
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
賞
与
及
び
労
働
基
準
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
厚
生
省
令
第
二
十
三
号
）
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
賃
金
を
除
く
。
）
の
額
に
関
す
る
事
項

六
　
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
よ
る
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
に
よ
る
厚
生
年
金
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
よ
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
及
び
雇
用
保
険
法

（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
に
よ
る
雇
用
保
険
の
適
用
に
関
す
る
事
項

七
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
に
関
す
る
事
項

４
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
三
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
明
示
事
項
」
と
い
う
。
）
が
明

ら
か
と
な
る
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
と
す
る
。
た
だ
し
、
技
能
実
習
職
業
紹
介
（
監
理
団
体
の
実
習
監
理
を
受
け
る
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
（
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
又
は
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
者

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
み
を
求
人
者
と
し
、
当
該
監
理
団
体
の
実
習
監
理
に
係
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
の
み
を
求
職
者
と
し
、
求
人
及
び
求
職
の
申
込
み
を
受
け
、
求
人
者
と
求
職
者
と
の
間
に
お
け
る
技
能
実
習
に
係
る

雇
用
関
係
の
成
立
を
あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
実
施
に
つ
い
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
た
め
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
明
示
事
項
を
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
以

外
の
方
法
に
よ
り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
書
面
の
交
付
の
方
法

二
　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
書
面
被
交
付
者
（
明
示
事
項
を
前
号
の
方
法
に
よ
り
明
示
す
る
場
合
に
お
い
て
、
書
面
の
交
付
を
受
け
る
べ
き
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
が

希
望
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
方
法

イ
　
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
す
る
送
信
の
方
法

ロ
　
電
子
メ
ー
ル
そ
の
他
の
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。
以

下
「
電
子
メ
ー
ル
等
」
と
い
う
。
）
の
送
信
の
方
法
（
当
該
書
面
被
交
付
者
が
当
該
電
子
メ
ー
ル
等
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る
。
）

５
　
前
項
第
二
号
イ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当
該
書
面
被
交
付
者
の
使
用
に
係
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
に
よ
り
受
信
し
た
時
に
、
同
号
ロ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当
該
書
面
被
交
付

者
の
使
用
に
係
る
通
信
端
末
機
器
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
書
面
被
交
付
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

６
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
は
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
に
対
し
て
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
さ
れ
た
従
事
す
べ
き
業
務
の
内
容

等
に
関
す
る
記
録
を
、
当
該
明
示
に
係
る
技
能
実
習
職
業
紹
介
が
終
了
す
る
日
（
当
該
明
示
に
係
る
技
能
実
習
職
業
紹
介
が
終
了
す
る
日
以
降
に
当
該
明
示
に
係
る
労
働
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
明
示
に

係
る
労
働
契
約
を
締
結
す
る
日
）
ま
で
の
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
求
人
等
に
関
す
る
情
報
の
的
確
な
表
示
）

第
三
十
二
条
の
二
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
書
面
の
交
付
の
方
法
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
て
す
る
送
信
の
方
法
若
し
く

は
電
子
メ
ー
ル
等
の
送
信
の
方
法
又
は
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
八
号
に
規
定
す
る
放
送
、
同
項
第
九
号
の
二
に
規
定
す
る
有
線
放
送
若
し
く
は
同
項
第
九
号
の
五
イ
に
規
定
す
る
自
動
公

衆
送
信
装
置
そ
の
他
電
子
計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
を
接
続
し
て
す
る
方
法
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
四
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
自
ら
又
は
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
に
関
す
る
情
報

二
　
法
に
基
づ
く
業
務
の
実
績
に
関
す
る
情
報

３
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
求
人
等
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
た
者
又
は
当
該
情
報
に
自
ら
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
る
者
か
ら
、
当
該
情
報
の
提
供
の
中
止
又
は
内
容
の
訂
正
の
求
め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
情
報
の
提
供
の
中
止
又
は
内
容
の

訂
正
を
す
る
こ
と
。

二
　
当
該
情
報
が
正
確
で
な
い
、
又
は

新
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
た
者
に
そ
の
内
容
の
訂
正
の
有
無
を
確
認
し
、
又
は
当
該
情
報
の
提
供
を
中
止
す
る
こ
と
。

三
　
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
措
置

イ
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
又
は
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
に
対
し
、
定
期
的
に
求
人
又
は
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
に
関
す
る
情
報
が

新
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
。

ロ
　
求
人
又
は
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
に
関
す
る
情
報
の
時
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

（
求
人
の
申
込
み
を
受
理
し
な
い
場
合
）

第
三
十
三
条
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
六
第
一
項
第
三
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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一
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
が
職
業
安
定
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
二
号
）
第
一
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
並

び
に
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
職
業
安

定
法
第
五
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
求
め
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
報
告
の
求
め
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
そ
の
他
当
該
違
反
行
為
が
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
の
職

場
へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
に
係
る
事
件
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
三
条
第
一
項
（
同
法
第
二
百
十
一
条
及
び
第
二
百
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
百
四
十

六
条
の
規
定
に
よ
る
送
致
又
は
同
法
第
二
百
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
送
付
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
送
致
等
」
と
い
う
。
）
が
行
わ
れ
、
そ
の
旨
の
公
表
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

（１）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が

行
わ
れ
た
日
か
ら
当
該
送
致
等
の
日
ま
で
の
期
間
（
（
２
）
に
お
い
て
「
経
過
期
間
」
と
い
う
。
）
が
六
月
を
超
え
る
と
き
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
送
致

等
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

（２）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
経
過
期
間
が
六
月
を
超
え

な
い
と
き
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
送
致
等
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
か
ら
経
過
期
間
を
減
じ
た
期
間
が
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

（３）
　
当
該
送
致
等
の
日
前
に
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
同
一
違
反
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
当
該
送
致
等
の
日
前
に

当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
送
致
等
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正

が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
が
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

二
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
が
職
業
安
定
法
施
行
令
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
四
十
八
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
報
告
の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
技
能

実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
団

体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
の
職
場
へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

三
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
が
職
業
安
定
法
施
行
令
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
三
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
報
告
の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
場
合

イ
　
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
技
能

実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
団

体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
の
職
場
へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

四
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
が
職
業
安
定
法
施
行
令
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の
均
等
な
機
会
及
び
待

遇
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
報
告
の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
技
能

実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
団

体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
の
職
場
へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

五
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
が
職
業
安
定
法
施
行
令
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行

う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
五
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
公
表
が
さ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
報
告
の
求
め
に
よ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合

イ
　
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
当
該
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
前
に
当
該
違
反
行
為
と
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
同
一
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
技
能

実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
の
時
に
お
い
て
、
当
該
同
一
違
反
行
為
の
是
正
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
又
は
是
正
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
そ
の
他
当
該
同
一
違
反
行
為
が
団

体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
の
職
場
へ
の
定
着
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

２
　
監
理
団
体
が
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
五
条
の
六
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人
の
申
込
み
を
受
理
し
な
い
と
き
は
、
団
体
監
理
型

実
習
実
施
者
等
に
対
し
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
取
扱
職
種
の
範
囲
等
の
届
出
等
）

第
三
十
四
条
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
一
項
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
二
十
三
条
第

二
項
の
申
請
又
は
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
と
併
せ
て
、
別
記
様
式
第
十
一
号
又
は
別
記
様
式
第
十
七
号
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
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２
　
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
の
十
二
第
三
項
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
、

監
理
団
体
に
対
し
、
取
扱
職
種
の
範
囲
等
の
変
更
を
命
令
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
十
三
号
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
取
扱
職
種
の
範
囲
等
の
明
示
等
）

第
三
十
五
条
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
の
十
三
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
団
体
監
理
型
実
習

実
施
者
等
の
情
報
（
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
の
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
事
項
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
三
十
二
条
の
十
三
（
同
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
明
示
は
、
技
能
実
習
職
業
紹
介
に
関
す
る
求
人

の
申
込
み
又
は
求
職
の
申
込
み
を
受
理
し
た
後
、
速
や
か
に
、
第
三
十
二
条
第
四
項
各
号
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
技
能
実
習
職
業
紹
介
の
実
施
に
つ
い
て
緊
急
の
必
要
が
あ
る
た
め
あ
ら

か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
明
示
す
べ
き
事
項
（
次
項
に
お
い
て
「
明
示
事
項
」
と
い
う
。
）
を
あ
ら
か
じ
め
こ
れ
ら
の
方
法
以
外
の
方
法
に
よ
り
明
示
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

３
　
第
三
十
二
条
第
四
項
第
二
号
イ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当
該
書
面
被
交
付
者
の
使
用
に
係
る
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
装
置
に
よ
り
受
信
し
た
時
に
、
同
号
ロ
の
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
た
明
示
事
項
の
明
示
は
、
当

該
書
面
被
交
付
者
の
使
用
に
係
る
通
信
端
末
機
器
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
書
面
被
交
付
者
に
到
達
し
た
も
の
と
み
な
す
。

（
主
務
大
臣
の
指
導
等
）

第
三
十
六
条
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
職
業
安
定
法
第
三
十
三
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
行
う
指
導
、
助
言
及
び
勧
告
は
、
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
監
理
費
）

第
三
十
七
条
　
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
適
正
な
種
類
及
び
額
は
、
次
の
表
の
上
欄
及
び
中
欄
の
と
お
り
と
し
、
監
理
費
の
徴
収
方
法
は
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す

る
。

種
類

額

徴
収
方
法

職
業
紹
介
費

団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
と
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
と
の
間
に
お
け
る
雇
用
関
係
の
成
立
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
事
務

に
要
す
る
費
用
（
募
集
及
び
選
抜
に
要
す
る
人
件
費
、
交
通
費
、
外
国
の
送
出
機
関
へ
支
払
う
費
用
そ
の
他
の
実
費
に
限
る

。
）
の
額
を
超
え
な
い
額

団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
か
ら
求
人
の
申
込
み
を
受
理
し
た
時
以
降
に
当
該
団
体
監
理

型
実
習
実
施
者
等
か
ら
徴
収
す
る
。

講
習
費
（
第
一
号

団
体
監
理
型
技
能

実
習
に
限
る
。
）

監
理
団
体
が
実
施
す
る
入
国
前
講
習
及
び
入
国
後
講
習
に
要
す
る
費
用
（
監
理
団
体
が
支
出
す
る
施
設
使
用
料
、
講
師
及
び

通
訳
人
へ
の
謝
金
、
教
材
費
、
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
に
支
給
す
る
手
当
そ
の
他
の
実
費
に
限
る
。
）
の
額
を
超
え

な
い
額

入
国
前
講
習
に
要
す
る
費
用
に
あ
っ
て
は
入
国
前
講
習
の
開
始
日
以
降
に
、
入
国
後
講
習

に
要
す
る
費
用
に
あ
っ
て
は
入
国
後
講
習
の
開
始
日
以
降
に
、
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者

等
か
ら
徴
収
す
る
。

監
査
指
導
費

団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
実
施
に
関
す
る
監
理
に
要
す
る
費
用
（
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
に
対
す
る
監
査
及
び
指
導
に
要

す
る
人
件
費
、
交
通
費
そ
の
他
の
実
費
に
限
る
。
）
の
額
を
超
え
な
い
額

団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
が
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
の
事
業
所
に
お
い
て
業
務
に
従
事

し
始
め
た
時
以
降
一
定
期
間
ご
と
に
当
該
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
か
ら
徴
収
す
る
。

そ
の
他
諸
経
費

そ
の
他
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
資
す
る
費
用
（
実
費
に
限
る
。
）
の
額
を
超
え
な
い
額

当
該
費
用
が
必
要
と
な
っ
た
時
以
降
に
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
か
ら
徴
収
す
る
。

（
許
可
証
）

第
三
十
八
条
　
法
第
二
十
九
条
第
一
項
（
法
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
許
可
証
（
以
下
単
に
「
許
可
証
」
と
い
う
。
）
は
、
別
記
様
式
第
十
四
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
九
条
第
三
項
（
法
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部

及
び
副
本
二
部
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
実
の
あ
っ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
場
合
に
あ
っ
て
は
監
理
事
業
を
行
う
全
て
の
事
業
所
に

係
る
許
可
証
、
第
四
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
廃
止
し
た
事
業
所
に
係
る
許
可
証
、
第
五
号
の
場
合
に
あ
っ
て
は
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
許
可
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
許
可
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
。

二
　
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。

三
　
監
理
事
業
を
廃
止
し
た
と
き
。

四
　
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
を
廃
止
し
た
と
き
。

五
　
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
亡
失
し
た
許
可
証
を
発
見
し
、
又
は
回
復
し
た
と
き
。

４
　
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
が
合
併
に
よ
り
消
滅
し
た
と
き
は
、
合
併
後
存
続
し
、
又
は
合
併
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
法
人
の
代
表
者
は
、
当
該
事
実
の
あ
っ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
監
理
事
業
を
行
う
全
て
の
事
業
所
に
係
る
許

可
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
長
期
の
有
効
期
間
が
認
め
ら
れ
る
者
）

第
三
十
九
条
　
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
百
三
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
号
及
び
第
五
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準

は
、
従
前
の
監
理
事
業
に
係
る
許
可
の
有
効
期
間
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
手
数
料
）

第
四
十
条
　
法
第
三
十
一
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
九
百
円
に
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
は
、
一
万
七
千
百
円
に
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
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（
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
等
）

第
四
十
一
条
　
法
第
三
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
申
請
は
、
許
可
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
の
三
月
前
ま
で
に
、
別
記
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
二
部
を
提
出
し
て

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
更
新
後
の
許
可
証
の
交
付
は
、
更
新
前
の
許
可
証
と
引
換
え
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
更
新
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
四
十
二
条
　
法
第
三
十
一
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
七
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
二
十
六
条
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項

二
　
監
理
団
体
の
許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

（
変
更
の
許
可
の
申
請
等
）

第
四
十
三
条
　
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
申
請
は
、
別
記
様
式
第
十
六
号
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
二
部
を
提
出
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
変
更
後
の
許
可
証
の
交
付
は
、
変
更
前
の
許
可
証
と
引
換
え
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
事
業
区
分
変
更
許
可
申
請
書
の
記
載
事
項
）

第
四
十
四
条
　
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
第
二
項
第
七
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
二
十
六
条
各
号
（
第
七
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項

二
　
監
理
団
体
の
許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

三
　
特
定
監
理
事
業
か
ら
一
般
監
理
事
業
へ
の
事
業
の
区
分
の
変
更
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
般
監
理
事
業
を
開
始
す
る
予
定
日
及
び
変
更
の
理
由

四
　
一
般
監
理
事
業
か
ら
特
定
監
理
事
業
へ
の
事
業
の
区
分
の
変
更
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
一
般
監
理
事
業
を
終
え
る
予
定
日
及
び
変
更
の
理
由

（
変
更
の
許
可
の
手
数
料
）

第
四
十
五
条
　
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
第
七
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
（
一
般
監
理
事
業
へ
の
事
業
の
区
分
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
二
千
五
百
円
（
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数

が
二
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
百
円
に
当
該
事
業
所
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
二
千
五
百
円
を
加
え
た
額
）
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
四
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
額
（
一
般
監
理
事
業
へ
の
事
業
の
区
分
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
四
万
七
千
五
百
円
（
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
の
数
が
二

以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
一
万
七
千
百
円
に
当
該
事
業
所
数
か
ら
一
を
減
じ
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
四
万
七
千
五
百
円
を
加
え
た
額
）
と
す
る
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
四
十
六
条
　
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
二
十
三
条
第
二
項
各
号
（
第
四
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
監
理
事
業
の
実
施
に
実
質
的
な
影
響
を
与
え
な
い
変
更
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
等
）

第
四
十
七
条
　
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
届
出
に
係
る
事
項
が
許
可
証
の
記
載
事
項
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
記
様
式
第
十
七
号
に
よ
る
申
請
書
の
正
本
一
部
及
び
副
本
二
部
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
法
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
面
及
び
第
二
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
事
業
所
の
新
設
に
よ
っ
て
変
更
を
生
ず
る
事
項
に
係
る
も
の

と
す
る
。

４
　
法
第
三
十
二
条
第
三
項
後
段
に
規
定
す
る
場
合
以
外
の
場
合
に
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
届
出
書
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
申
請
書
に
は
、
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
の
監
理
事
業
に
係
る
事
業
計
画
書
、
法
第
二
十
五
条
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
証
す
る
書
面
及
び
第
二
十
七
条
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
変
更
が
あ
っ
た
事
項
に
係
る
も
の
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
技
能
実
習
の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
の
届
出
等
）

第
四
十
八
条
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
三
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
許
可
番
号
、
名
称
及
び
住
所

二
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
の
実
習
実
施
者
届
出
受
理
番
号
、
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

三
　
第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
規
定
す
る
事
項

四
　
第
二
号
に
規
定
す
る
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
に
よ
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
継
続
の
た
め
の
措
置

五
　
届
出
者
に
よ
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
継
続
の
た
め
の
措
置

六
　
法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
通
知
の
年
月
日
そ
の
他
当
該
通
知
に
係
る
事
項

（
休
廃
止
の
届
出
等
）

第
四
十
九
条
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
別
記
様
式
第
十
九
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
届
出
者
の
許
可
番
号
、
許
可
年
月
日
、
名
称
及
び
住
所

二
　
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

三
　
廃
止
又
は
休
止
の
予
定
日

四
　
監
理
事
業
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
範
囲
及
び
期
間
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五
　
廃
止
又
は
休
止
の
理
由

六
　
直
近
の
監
理
事
業
に
係
る
許
可
の
有
効
期
間
に
お
い
て
実
習
監
理
を
行
っ
た
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
事
項

七
　
実
習
監
理
を
す
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
が
現
に
行
わ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
届
出
者
に
よ
る
当
該
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
継
続
の
た
め
の
措
置

３
　
第
一
項
の
届
出
を
し
て
監
理
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
た
者
は
、
休
止
し
た
監
理
事
業
を
再
開
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
機
構
を
経
由
し
て
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
そ
の
旨
を

届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
職
員
の
身
分
証
明
書
）

第
五
十
条
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
二
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
（
法
第
百
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
報
告
徴
収
等
の
み
を
担
当
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
に
限
る
。
）
は
、
別
記
様
式
第
二

十
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
の
区
分
の
職
権
変
更
）

第
五
十
一
条
　
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
職
権
で
一
般
監
理
事
業
に
係
る
監
理
許
可
を
特
定
監
理
事
業
に
係
る
も
の
に
変
更
す
る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
二
十
一
号
に
よ
り
、
そ
の
旨

を
監
理
団
体
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
通
知
を
受
け
た
監
理
団
体
は
、
速
や
か
に
、
許
可
証
の
書
換
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
監
理
団
体
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
基
準
）

第
五
十
二
条
　
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
認
定
計
画
に
従
っ
て
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
行
わ
せ
て
い
る
か
、
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
に
違
反
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
そ
の
他
の
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
団
体

監
理
型
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
監
理
責
任
者
の
指
揮
の
下
に
、
次
に
掲
げ
る
方
法
（
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
方
法
、
そ
の
他
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
が
従
事
す
る
業

務
の
性
質
上
次
に
掲
げ
る
方
法
の
う
ち
に
そ
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
も
の
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
代
え
て
他
の
適
切
な
方
法
）
に
よ
り
、
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
に
対
し

三
月
に
一
回
以
上
の
頻
度
で
監
査
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

イ
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
実
地
に
よ
る
確
認
を
行
う
こ
と
。

ロ
　
技
能
実
習
責
任
者
及
び
技
能
実
習
指
導
員
か
ら
報
告
を
受
け
る
こ
と
。

ハ
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
行
わ
せ
て
い
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
四
分
の
一
以
上
（
当
該
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
が
二
人
以
上
四
人
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
二
人
以
上
）
と
面
談
す
る
こ

と
。

ニ
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
の
事
業
所
に
お
い
て
そ
の
設
備
を
確
認
し
、
及
び
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
閲
覧
す
る
こ
と
。

ホ
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
行
わ
せ
て
い
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
宿
泊
施
設
そ
の
他
の
生
活
環
境
を
確
認
す
る
こ
と
。

二
　
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
法
第
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
疑
い
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
監
理
責
任
者
の
指
揮
の
下
に
、
直
ち
に
、
前
号
に
規
定
す
る
監
査
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

三
　
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
あ
っ
て
は
、
監
理
責
任
者
の
指
揮
の
下
に
、
一
月
に
一
回
以
上
の
頻
度
で
、
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
が
認
定
計
画
に
従
っ
て
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
行
わ
せ
て
い
る
か
に
つ
い
て
実
地
に

よ
る
確
認
（
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
が
従
事
す
る
業
務
の
性
質
上
当
該
方
法
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
る
確
認
）
を
行
う
と
と
も
に
、
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
に
対
し
必
要

な
指
導
を
行
う
こ
と
。

四
　
技
能
実
習
を
労
働
力
の
需
給
の
調
整
の
手
段
と
誤
認
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
、
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
の
勧
誘
又
は
監
理
事
業
の
紹
介
を
し
な
い
こ
と
。

五
　
外
国
の
送
出
機
関
と
の
間
で
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
と
き
は
、
当
該
外
国
の
送
出
機
関
が
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
の
本
邦
へ
の
送
出
に
関
連
し
て
、
団
体
監
理
型
技
能
実

習
生
等
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
若
し
く
は
同
居
の
親
族
そ
の
他
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
等
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
の
金
銭
そ
の
他
の
財
産
を
管
理
せ
ず
、
か
つ
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
契

約
の
不
履
行
に
つ
い
て
違
約
金
を
定
め
る
契
約
そ
の
他
の
不
当
に
金
銭
そ
の
他
の
財
産
の
移
転
を
予
定
す
る
契
約
を
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
旨
を
契
約
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

六
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
申
込
み
の
取
次
ぎ
を
受
け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
取
次
ぎ
が
外
国
の
送
出
機
関
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七
　
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
あ
っ
て
は
、
認
定
計
画
に
従
っ
て
入
国
後
講
習
を
実
施
し
、
か
つ
、
入
国
後
講
習
の
期
間
中
は
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
を
業
務
に
従
事
さ
せ
な
い
こ
と
。

八
　
法
第
八
条
第
四
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
事
業
所
及
び
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
宿
泊
施
設
（
法
第
十
一
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
実
地
に
確
認
す
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
観
点
か
ら
指
導
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ロ
に
掲
げ
る
観

点
か
ら
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
修
得
等
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
技
能
等
に
つ
い
て
一
定
の
経
験
又
は
知
識
を
有
す
る
役
員
又
は
職
員
に
こ
れ
を
担
当
さ
せ
る
こ
と
。

イ
　
技
能
実
習
計
画
を
法
第
九
条
各
号
に
掲
げ
る
基
準
及
び
出
入
国
又
は
労
働
に
関
す
る
法
令
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
観
点

ロ
　
適
切
か
つ
効
果
的
に
技
能
等
の
修
得
等
を
さ
せ
る
観
点

ハ
　
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
環
境
を
適
切
に
整
備
す
る
観
点

九
　
そ
の
実
習
監
理
に
係
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
第
十
条
第
二
項
第
三
号
ト
に
規
定
す
る
一
時
帰
国
に
要
す
る
旅
費
及
び
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
終
了
後
の
帰
国
に
要
す
る
旅
費
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、
団
体
監
理
型
技

能
実
習
の
終
了
後
の
帰
国
が
円
滑
に
な
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
　
そ
の
実
習
監
理
に
係
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

十
一
　
技
能
実
習
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
者
に
不
正
に
法
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
さ
せ
る
目
的
、
不
正
に
法
第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
許
可
若
し
く
は
法
第
三
十
一

条
第
二
項
の
更
新
を
受
け
る
目
的
、
出
入
国
若
し
く
は
労
働
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
違
反
す
る
事
実
を
隠
蔽
す
る
目
的
又
は
そ
の
事
業
活
動
に
関
し
外
国
人
に
不
正
に
入
管
法
第
三
章
第
一
節
若
し
く
は
第
二
節
の
規
定
に
よ
る
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証
明
書
の
交
付
、
上
陸
許
可
の
証
印
若
し
く
は
許
可
、
同
章
第
四
節
の
規
定
に
よ
る
上
陸
の
許
可
若
し
く
は
入
管
法
第
四
章
第
一
節
若
し
く
は
第
二
節
若
し
く
は
第
五
章
第
三
節
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
さ
せ
る
目
的
で
、
偽

造
若
し
く
は
変
造
さ
れ
た
文
書
若
し
く
は
図
画
又
は
虚
偽
の
文
書
若
し
く
は
図
画
を
行
使
し
、
又
は
提
供
す
る
行
為
を
行
わ
な
い
こ
と
。

十
二
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
と
の
間
で
認
定
計
画
と
反
す
る
内
容
の
取
決
め
を
し
な
い
こ
と
。

十
三
　
法
第
三
十
七
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
機
構
に
当
該
事
実
を
報
告
す
る
こ
と
。

十
四
　
そ
の
実
習
監
理
に
係
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
か
ら
の
相
談
に
適
切
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
及
び
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
へ
の
助
言
、
指
導
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
五
　
監
理
団
体
の
業
務
の
運
営
（
監
理
費
の
徴
収
を
含
む
。
）
に
係
る
規
程
を
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う
自
動
公
衆
送
信
（
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
公
衆
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信

を
行
う
こ
と
を
い
い
、
放
送
又
は
有
線
放
送
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
監
理
団
体
の
事
業
の
規
模
が
著
し
く
小
さ
い
場
合
そ
の
他
の
電
気
通
信

回
線
に
接
続
し
て
行
う
自
動
公
衆
送
信
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
に
代
え
て
事
業
所
内
の
一
般
の
閲
覧
に
便
利
な
場
所
に
当
該
規
程
を
掲

示
す
る
こ
と
。

十
六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
実
習
監
理
を
行
う
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事

業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
監
理
責
任
者
）

第
五
十
三
条
　
法
第
四
十
条
第
一
項
の
監
理
責
任
者
は
、
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
、
監
理
団
体
の
常
勤
の
役
員
又
は
職
員
の
中
か
ら
、
当
該
事
業
所
に
所
属
す
る
者
で
あ
っ
て
監
理
責
任
者
の
業
務
を
適
正
に
遂
行
す
る
能
力

を
有
す
る
も
の
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
監
理
責
任
者
は
、
過
去
三
年
以
内
に
監
理
責
任
者
に
対
す
る
講
習
と
し
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
修
了
し
た
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
に
お
い
て
実
習
監
理
を
行
う
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
と
し
て
次
に
掲
げ
る
者
が
当
該
事
業
所
の
監
理
責
任
者
と
な
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
監
理
責
任
者
は
当
該
団
体

監
理
型
実
習
実
施
者
に
対
す
る
実
習
監
理
に
関
与
し
て
は
な
ら
ず
、
当
該
事
業
所
に
は
、
他
に
当
該
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
に
対
す
る
実
習
監
理
に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
監
理
責
任
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
当
該
事
業
所
に
お
い
て
実
習
監
理
を
行
う
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は
職
員
で
あ
り
、
又
は
過
去
五
年
以
内
に
こ
れ
ら
の
者
で
あ
っ
た
者

二
　
前
号
に
規
定
す
る
者
の
配
偶
者
又
は
二
親
等
以
内
の
親
族

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
事
業
所
に
お
い
て
実
習
監
理
を
行
う
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
と
社
会
生
活
に
お
い
て
密
接
な
関
係
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
実
習
監
理
の
公
正
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の

（
帳
簿
書
類
）

第
五
十
四
条
　
法
第
四
十
一
条
の
主
務
省
令
で
定
め
る
帳
簿
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
実
習
監
理
を
行
う
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
及
び
そ
の
実
習
監
理
に
係
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
の
管
理
簿

二
　
監
理
費
に
係
る
管
理
簿

三
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
雇
用
関
係
の
成
立
の
あ
っ
せ
ん
に
係
る
管
理
簿

四
　
第
五
十
二
条
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
実
施
状
況
の
監
査
に
係
る
書
類

五
　
入
国
前
講
習
及
び
入
国
後
講
習
の
実
施
状
況
を
記
録
し
た
書
類

六
　
第
五
十
二
条
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
導
の
内
容
を
記
録
し
た
書
類

七
　
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
か
ら
受
け
た
相
談
の
内
容
及
び
当
該
相
談
へ
の
対
応
を
記
録
し
た
書
類

八
　
外
部
監
査
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
監
理
団
体
に
あ
っ
て
は
第
三
十
条
第
六
項
各
号
に
規
定
す
る
書
類
、
外
部
監
査
の
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
監
理
団
体
に
あ
っ
て
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
類

九
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
の
職
種
及
び
作
業
に
係
る
事
業
所
管
大
臣
が
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
と
協
議
の
上
、
当
該
職
種
及
び
作
業
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
書
類

２
　
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
帳
簿
書
類
を
監
理
事
業
を
行
う
事
業
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
は
、
団
体
監
理
型
技
能
実
習
の
終
了
の
日
か
ら
一
年
間
と
す
る
。

（
監
査
報
告
等
）

第
五
十
五
条
　
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
監
査
報
告
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
事
業
報
告
書
は
、
技
能
実
習
事
業
年
度
ご
と
に
、
別
記
様
式
第
二
十
三
号
に
よ
り
、
監
理
事
業
の
実
施
状
況
を
記
載
し
、
翌
技
能
実
習
事
業
年
度
の
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
事
業
報
告
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
直
近
の
事
業
年
度
に
係
る
監
理
団
体
の
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書

二
　
前
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
書
類
の
写
し

三
　
外
部
監
査
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
監
理
団
体
に
あ
っ
て
は
、
報
告
年
度
に
お
け
る
第
三
十
条
第
六
項
各
号
に
規
定
す
る
書
類
の
写
し

第
三
節
　
補
則

（
技
能
実
習
評
価
試
験
の
基
準
等
）

第
五
十
六
条
　
法
第
五
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
技
能
実
習
評
価
試
験
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
技
能
実
習
生
が
修
得
等
を
し
た
技
能
等
に
つ
い
て
公
正
に
評
価
す
る
こ
と
。

二
　
技
能
実
習
の
区
分
に
応
じ
て
、
等
級
に
区
分
し
て
行
う
こ
と
。

三
　
実
技
試
験
及
び
学
科
試
験
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
。
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四
　
職
員
、
設
備
、
業
務
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
試
験
実
施
者
の
体
制
を
、
技
能
実
習
評
価
試
験
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
適
切
な
も
の
と
す
る
こ
と
。

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
公
正
な
技
能
実
習
評
価
試
験
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

第
三
章
　
外
国
人
技
能
実
習
機
構

第
一
節
　
役
員
等

（
理
事
の
任
命
及
び
解
任
の
認
可
申
請
）

第
五
十
七
条
　
機
構
の
理
事
長
は
、
法
第
七
十
一
条
第
二
項
又
は
第
七
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
法
務
大
臣
及
び
厚
生

労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
任
命
し
、
又
は
解
任
し
よ
う
と
す
る
理
事
の
氏
名
、
住
所
及
び
履
歴

二
　
任
命
し
よ
う
と
す
る
理
事
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
の
誓
約

イ
　
法
第
七
十
三
条
又
は
第
七
十
五
条
本
文
に
該
当
す
る
こ
と
。

ロ
　
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者
に
該
当
す
る
こ
と
。

ハ
　
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者
に
該
当
す
る
こ
と
。

三
　
任
命
し
、
又
は
解
任
し
よ
う
と
す
る
理
由

（
役
員
の
兼
職
の
承
認
申
請
）

第
五
十
八
条
　
役
員
は
、
法
第
七
十
五
条
た
だ
し
書
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
そ
の
役
員
と
な
ろ
う
と
す
る
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
の
名
称
及
び
事
業
内
容
又
は
そ
の
従
事
し
よ
う
と
す
る
営
利
事
業
の
名
称
及
び
内
容

二
　
兼
職
の
期
間
並
び
に
執
務
の
場
所
及
び
方
法

三
　
兼
職
を
必
要
と
す
る
理
由

第
二
節
　
評
議
員
会

（
評
議
員
の
任
命
及
び
解
任
の
認
可
申
請
）

第
五
十
九
条
　
機
構
の
理
事
長
は
、
法
第
八
十
四
条
第
一
項
又
は
第
八
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
任
命
し
、
又
は
解
任
し
よ
う
と
す
る
評
議
員
の
氏
名
、
住
所
及
び
履
歴

二
　
任
命
し
よ
う
と
す
る
評
議
員
が
第
五
十
七
条
第
二
号
ロ
又
は
ハ
に
該
当
し
な
い
こ
と
の
誓
約

三
　
任
命
し
、
又
は
解
任
し
よ
う
と
す
る
理
由

第
三
節
　
業
務

（
手
数
料
を
徴
収
し
な
い
業
務
）

第
六
十
条
　
法
第
八
十
七
条
第
六
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
は
、
同
条
第
一
号
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
と
す
る
。

（
業
務
の
委
託
の
認
可
申
請
）

第
六
十
一
条
　
機
構
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
委
託
し
よ
う
と
す
る
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

二
　
委
託
し
よ
う
と
す
る
業
務
の
内
容

三
　
委
託
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
理
由

四
　
委
託
の
条
件

（
業
務
方
法
書
の
変
更
の
認
可
申
請
）

第
六
十
二
条
　
機
構
は
、
法
第
八
十
九
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
当
該
変
更
の
内
容

二
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
業
務
方
法
書
の
記
載
事
項
）

第
六
十
三
条
　
法
第
八
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一
　
法
第
八
十
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
技
能
実
習
に
関
し
行
う
業
務
に
関
す
る
事
項

二
　
法
第
八
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
技
能
実
習
生
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
関
す
る
事
項

三
　
法
第
八
十
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
が
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
技
能
実
習
生
か
ら
の
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
実
習
実
施
者
、
監
理
団
体
そ
の
他
関
係
者
に
対
す
る
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
業
務
に
関
す
る
事
項

四
　
法
第
八
十
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事
項
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五
　
そ
の
他
機
構
の
業
務
の
執
行
に
関
し
て
必
要
な
事
項

第
四
節
　
補
則

（
検
査
職
員
の
身
分
証
明
書
）

第
六
十
四
条
　
法
第
百
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
二
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
十
四
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
定
款
の
変
更
の
認
可
申
請
）

第
六
十
五
条
　
機
構
は
、
法
第
百
一
条
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添
付
し
て
、
こ
れ
を
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
当
該
変
更
の
内
容

二
　
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

第
四
章
　
雑
則

（
手
数
料
の
納
付
方
法
等
）

第
六
十
六
条
　
法
第
二
十
三
条
第
七
項
（
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
三
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
手
数
料
は
、
申
請
書
に
そ
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を
貼

っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
八
条
第
五
項
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
二
十
四
条
第
五
項
（
法
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
手
数
料
は
、
金

融
機
関
に
設
け
ら
れ
た
機
構
の
口
座
に
払
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
た
手
数
料
は
、
返
還
し
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
六
十
七
条
　
法
第
百
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
令
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
実
習
実
施
者
等
（
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
実
習
実
施
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
又
は
監
理
団
体
等
（
法
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
監
理
団
体
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
事
業
所
そ
の
他
技
能
実
習
に
関
係
の
あ
る
場
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
出
入
国
在
留
管

理
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
法
第
百
四
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣
の
権
限
を
委
任
さ
れ
た
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２
　
法
第
百
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
法
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
の
権
限
は
、
実
習
実
施
者
等
又
は
監
理
団
体
等
に
係
る
事
業
所
そ
の
他
技
能
実
習
に
関
係
の
あ
る
場
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
長
に
委
任
す
る
。
た
だ
し
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

３
　
法
第
百
四
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
実
習
実
施
者
等
又
は
監
理
団
体
等
に
係
る
事
業
所
そ
の
他
技
能
実
習
に
関
係
の
あ
る
場
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
委
任
す

る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

一
　
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
等

二
　
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

三
　
法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
徴
収
等

四
　
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

五
　
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令

（
提
出
書
類
等
の
言
語
）

第
六
十
八
条
　
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
又
は
機
構
に
提
出
す
る
資
料
が
外
国
語
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の

資
料
に
日
本
語
の
翻
訳
文
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
若
し
く
は
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
又
は
機
構
に
提
出
し
、
又
は
事
業
所
に
備
え
て
置
く
日
本
語
の
書
類
に
、
技
能
実
習
生
の
署

名
を
求
め
る
場
合
に
は
、
技
能
実
習
生
が
十
分
に
理
解
で
き
る
言
語
も
併
記
の
上
、
署
名
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
添
付
書
類
の
省
略
）

第
六
十
九
条
　
法
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
同
時
に
二
以
上
の
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
を
提
出
す
る
場
合
に
お
い
て
、
各
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
添
付
す
べ
き
書
類
の
内
容
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
、
一
の
申
請
書
そ

の
他
の
書
類
に
こ
れ
を
添
付
し
、
他
の
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
は
そ
の
旨
を
記
載
し
て
、
一
の
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
添
付
し
た
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
若
し
く
は
厚
生
労
働
大
臣
又
は
機
構
は
、
特
に
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
そ
の
他
の
書
類
に
添
付
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
書
類
の
添
付
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
技
能
実
習
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
旧
入
管
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
同
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
係
る
も
の
に
限

り
、
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
も
の
を
含
む
。
）
を
も
っ
て
行
う
同
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
活
動
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二
　
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
一
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
前
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
「
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
行
う
同
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動

２
　
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
旧
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
同
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
二
号
イ
に
係
る
も
の
に
限
り
、
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る

も
の
を
含
む
。
）
を
も
っ
て
行
う
同
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
活
動

二
　
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
別
表
第
一
の
五
の
表
の
特
定
活
動
の
在
留
資
格
（
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
在
留
資
格
の
下
で
修
得
し
た
技
能
等
に
習
熟
す
る
た
め
、
本
邦
の
公
私
の
機
関

と
の
雇
用
契
約
に
基
づ
き
、
当
該
技
能
等
に
係
る
当
該
機
関
の
業
務
に
従
事
す
る
活
動
（
以
下
「
技
能
実
習
特
定
活
動
」
と
い
う
。
）
を
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
も
っ
て
行
う
技
能
実
習
特
定
活
動

３
　
法
附
則
第
三
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
旧
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
同
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
係
る
も
の
に
限
り
、
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る

も
の
を
含
む
。
）
を
も
っ
て
行
う
同
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動

二
　
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
在
留
資
格
を
も
っ
て
行
う
同
表
の
研
修
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動

４
　
法
附
則
第
三
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
旧
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
同
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
二
号
ロ
に
係
る
も
の
に
限
り
、
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る

も
の
を
含
む
。
）
を
も
っ
て
行
う
同
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
二
号
ロ
に
掲
げ
る
活
動

二
　
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
別
表
第
一
の
五
の
表
の
特
定
活
動
の
在
留
資
格
（
技
能
実
習
特
定
活
動
を
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
も
っ
て
行
う
技
能
実
習
特
定
活
動

（
相
当
技
能
実
習
計
画
）

第
三
条
　
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
九
条
第
四
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
計
画
は
、
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を

い
う
。
）
か
ら
の
旧
入
管
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
在
留
資
格
に
係
る
旧
入
管
法
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
条
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
一
条
第
二
項
の
申
請
又
は
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法

別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
在
留
資
格
若
し
く
は
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
別
表
第
一
の
五
の
表
の
特
定
活
動
の
在
留
資
格
に
係
る
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第
一
項
、
第
二
十
条
第
二

項
若
し
く
は
第
二
十
一
条
第
二
項
の
申
請
の
際
に
地
方
入
国
管
理
局
に
提
出
さ
れ
た
技
能
実
習
計
画
と
す
る
。

（
特
定
就
労
活
動
に
従
事
し
た
者
に
関
す
る
特
例
）

第
四
条
　
特
定
就
労
活
動
（
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
活
動
を
い
う
。
）
に
従
事
し
た
者
（
次
条
に
規
定
す
る
旧
特
定
就
労
活
動
従
事
者
を
除
く
。
以
下
「
特
定
就
労
活
動
従
事
者
」
と
い
う
。
）

を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
当
該
特
定
就
労
活
動
従
事
者
に
係
る
技
能
実
習
計
画
（
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
作
成
し
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十

条
第
二
項
第
三
号
ト
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

ト
　
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
１
）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以
上
一
時
帰
国
し
て
か
ら
第
三
号

技
能
実
習
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
引
き
続
き
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら

一
年
以
内
に
技
能
実
習
を
休
止
し
て
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、

休
止
し
て
い
る
技
能
実
習
を
再
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ト
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

（
１
）
　
第
二
号
技
能
実
習
若
し
く
は
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項

の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
て
か
ら
特
定

就
労
活
動
（
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
活
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
開
始
し
又
は
第
二
号
技
能
実
習
若

し
く
は
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
の
終
了
後
引
き
続
き
特
定
就
労
活
動
を
開
始
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
特
定
就
労
活
動
を
休
止
し
て
一
月

以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、
休
止
し
て
い
る
特
定
就
労
活
動
を
再
開
し
、
か
つ
、
当
該
特
定
就
労
活
動
の
終
了
後
本
国
に
一
年
以
上

帰
国
し
て
か
ら
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
　
第
二
号
技
能
実
習
又
は
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
の
終
了
後
本
国
に
一
年
以
上
帰
国
し
て
か
ら
特
定
就
労
活
動
を
開
始
し
、
か

つ
、
当
該
特
定
就
労
活
動
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以
上
一
時
帰
国
し
て
か
ら
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
す
る
又
は
当
該
特
定
就
労
活
動
の
終
了
後
引

き
続
き
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
技
能
実
習
を
休
止
し
て
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、
休
止
し
て
い
る

技
能
実
習
を
再
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
旧
特
定
就
労
活
動
に
従
事
し
た
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
旧
特
定
就
労
活
動
（
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
活
動
を
い
う
。
）
に
従
事
し
た
者
（
以
下
「
旧
特
定
就
労
活
動
従
事
者
」
と
い
う
。
）
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、

当
該
旧
特
定
就
労
活
動
従
事
者
に
係
る
技
能
実
習
計
画
（
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
作
成
し
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
第
二
項
第
三
号
ト
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

ト
　
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
１
）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以
上
一
時
帰
国
し
て
か
ら
第
三
号

技
能
実
習
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
引
き
続
き
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら

一
年
以
内
に
技
能
実
習
を
休
止
し
て
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、

休
止
し
て
い
る
技
能
実
習
を
再
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ト
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。

（
１
）
　
旧
特
定
就
労
活
動
（
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
活
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
終
了
後
本
国
に
一

年
以
上
帰
国
し
て
か
ら
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
　
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

を
い
う
。
）
の
終
了
後
本
国
に
一
年
以
上
帰
国
し
て
か
ら
旧
特
定
就
労
活
動
を
開
始
し
、
か
つ
、
当
該
旧
特
定
就
労
活
動
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以

上
一
時
帰
国
し
て
か
ら
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
す
る
又
は
当
該
旧
特
定
就
労
活
動
の
終
了
後
引
き
続
き
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら
一
年

以
内
に
技
能
実
習
を
休
止
し
て
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、
休
止
し
て
い
る
技
能
実
習
を
再
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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第
六
条
　
介
護
等
特
定
活
動
（
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
活
動
を
い
う
。
）
に
従
事
し
た
者
（
以
下
「
介
護
等
特
定
活
動
従
事
者
」
と
い
う
。
）
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、

当
該
介
護
等
特
定
活
動
従
事
者
に
係
る
技
能
実
習
計
画
（
介
護
職
種
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
作
成
し
、
当
該
技
能
実
習
計
画
に
つ
い
て
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
第
二
項
第
三
号
ト
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

ト
　
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
１
）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以
上
一
時
帰
国
し
て
か
ら
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

（
２
）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
引
き
続
き
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
技
能
実
習
を
休

止
し
て
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、
休
止
し
て
い
る
技
能
実
習
を
再
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。

ト
　
第
一
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
第
三
号
技
能
実
習
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
次
の
（
１
）
又
は
（
２
）
及
び
（
３
）
又
は

（
４
）
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
１
）
　
介
護
等
特
定
活
動
（
出
入
国
在
留
管
理
庁
長
官
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
活
動
を
い
う
。
以
下

こ
の
ト
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以
上
一
時
帰
国
し
て
か
ら
第
一
号
技
能
実
習
を
開
始
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

（
２
）
　
介
護
等
特
定
活
動
の
終
了
後
引
き
続
き
第
一
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
技
能
実
習
を
休
止

し
て
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、
休
止
し
て
い
る
技
能
実
習
を
再
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
３
）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
本
国
に
一
月
以
上
一
時
帰
国
し
て
か
ら
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

（
４
）
　
第
二
号
技
能
実
習
の
終
了
後
引
き
続
き
第
三
号
技
能
実
習
を
開
始
し
て
か
ら
一
年
以
内
に
技
能
実
習
を
休
止

し
て
一
月
以
上
一
年
未
満
の
期
間
一
時
帰
国
し
た
後
、
休
止
し
て
い
る
技
能
実
習
を
再
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
四
月
七
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
技
能
実
習
計
画
の
記
載
事
項
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
当
該
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
に
係
る
技
能
実

習
計
画
（
第
一
号
企
業
単
独
型
技
能
実
習
又
は
第
一
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
を
作
成
し
、
当
該
技
能
実
習
計
画
に
つ
い
て
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る

改
正
後
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
改
正
後
規
則
」
と
い
う
。
）
第
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
七
号
中
「
第
二
号
技
能
実
習
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
条
第
八
号
中
「
第
一
号
技
能

実
習
に
係
る
技
能
実
習
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
に
係
る
相
当
技
能
実
習
計
画

（
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
九
条
第
四
号
に
規
定
す
る
相
当
技
能
実
習
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
第
二
号
技
能
実
習
に
係
る
技
能
実
習
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
に
係
る
相
当
技
能
実
習
計
画
」
と
す
る
。

（
技
能
実
習
計
画
の
添
付
書
類
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
当
該
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
に
係
る
技
能
実
習
計
画
を
作
成
し
、
当
該
技
能
実
習
計
画
に
つ
い
て
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し

た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
規
則
第
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
二
十
二
号
中
「
基
礎
級
」
と
あ
る
の
は
、
「
基
礎
級
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
規
則
及
び
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
四
十
七
条
第

一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
の
指
定
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
九
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
七
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
基
礎
二
級
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

２
　
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
規
則
第
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
二
十
五
号

中
「
技
能
実
習
生
」
と
あ
る
の
は
、
「
技
能
実
習
生
（
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、
同
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、
同
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及

び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
行
う
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

（
技
能
実
習
の
目
標
及
び
内
容
の
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
当
該
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
に
係
る
技
能
実
習
計
画
を
作
成
し
、
当
該
技
能
実
習
計
画
に
つ
い
て
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し

た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
規
則
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
二
項
第
三
号
ト
中
「
第
二
号
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
主
務
省

令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
」
と
、
同
項
第
四
号
ロ
中
「
に
第
一
号
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
「
に
第
一
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定

め
る
も
の
及
び
同
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
第
一
号
技
能
実
習
を
行
わ
せ
た
者
が
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
を
行
わ
せ
た
者
が
」
と
す

る
。

２
　
法
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
も

の
を
含
む
。
）
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
在
留
資
格
若
し
く
は
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
別
表
第

一
の
五
の
表
の
特
定
活
動
の
在
留
資
格
（
平
成
二
十
一
年
改
正
前
入
管
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
研
修
の
在
留
資
格
の
下
で
修
得
し
た
技
能
等
に
習
熟
す
る
た
め
、
本
邦
の
公
私
の
機
関
と
の
雇
用
契
約
に
基
づ
き
、
当
該
技
能
等
に

係
る
当
該
機
関
の
業
務
に
従
事
す
る
活
動
を
指
定
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
を
も
っ
て
在
留
し
た
こ
と
が
あ
る
者
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正

後
規
則
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
二
項
第
三
号
チ
中
「
同
じ
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
「
同
じ
技
能
実
習
（
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、

同
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、
同
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
含
む
。
以
下
こ
の
チ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
第
一
号
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
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は
「
第
一
号
技
能
実
習
（
第
一
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
同
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
含
む
。
）
」
と
、
「
第
二
号
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
「
第
二

号
技
能
実
習
（
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
同
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

（
技
能
実
習
を
行
わ
せ
る
体
制
及
び
事
業
所
の
設
備
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
規
則
第
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
一

項
第
六
号
中
「
第
二
号
技
能
実
習
生
が
第
二
号
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
技
能
実
習
生
（
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定

め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
含
む
。
）
が
第
二
号
技
能
実
習
（
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

（
技
能
実
習
責
任
者
の
選
任
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
規
則
第
十
三
条
中
「
あ
り
、
か
つ
、
過
去
三
年
以
内
に
技
能
実
習
責
任
者
に
対
す
る
講
習
と
し
て
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
修
了
し
た

者
」
と
あ
る
の
は
、
「
あ
る
者
」
と
す
る
。

（
技
能
実
習
生
の
数
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
七
条
　
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
雇
用
す
る
者
又
は
雇
用
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
規
則
第
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
一

項
第
一
号
中
「
第
一
号
技
能
実
習
生
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
技
能
実
習
生
（
第
一
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
「
技
能
実
習
生
を
」
と
あ
る
の
は
「
技
能
実
習
生
（
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附

則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、
同
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、
同
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う

同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
」
と
、
「
第
二
号
技
能
実
習
生
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
技
能
実
習
生
（
第
二
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条

第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」

と
、
同
項
第
二
号
中
「
企
業
単
独
型
技
能
実
習
生
」
と
あ
る
の
は
「
企
業
単
独
型
技
能
実
習
生
（
企
業
単
独
型
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で

定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
行
う
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
含
む
。
）
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
定
め
る
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
「
定
め
る
技
能
実
習
（
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
第
一
号
技
能
実
習
又
は
第
二
号
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
号
技
能
実
習
（
第
一
号
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
又
は
第
二
号
技
能
実
習
（
第
二
号
技
能
実
習
に
相

当
す
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
す
る
。

２
　
特
定
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
（
農
業
を
営
む
機
関
（
法
人
を
除
く
。
）
又
は
漁
業
を
営
む
機
関
（
船
上
に
お
い
て
行
う
漁
業
を
営
む
も
の
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
常
勤
の
職
員
の
総
数
が
一
で
あ
る
も
の
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
雇
用
す
る
者
が
、
当
該
特
定
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
に
係
る
技
能
実
習
計
画
を
作
成
し
、
当
該
技
能
実
習
計
画
に
つ
い
て
法
第
八
条
第
一
項
の
認
定

の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
規
則
第
十
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
一
項
第
二
号
中
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
の
区
分
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る

数
（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
常
勤
の
職
員
の
総
数
）
」
と
あ
る
の
は
「
二
」
と
、
「
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
二
を

乗
じ
て
得
た
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
）
」
と
あ
る
の
は
「
四
」
と
、
同
条
第
二
項
第
二
号
中
「
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常
勤
の
職
員

の
総
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
常
勤
の
職
員
の
総
数
）
」
と
あ
る
の
は
「
二
」
と
、
「
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
数
に
四
を
乗
じ
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
申
請
者
の
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
超
え
る
と
き
は
、
当

該
常
勤
の
職
員
の
総
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
）
」
と
あ
る
の
は
「
四
」
と
す
る
。

（
外
部
役
員
及
び
外
部
監
査
人
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条
　
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
規
則
第
三
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
五
項
第
一
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
改
正
後
規
則
第
三
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
二
項
第
二
号
ヘ
中
「
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
、
「
技
能
実
習
（
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
二
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、

同
条
第
三
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
、
同
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
同
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
）
を
含
む
。
第
五
項
第
二
号
チ
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
す
る
。

（
監
理
団
体
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
基
準
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条
　
改
正
後
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
条
第
九
号
中
「
第
二
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
が
第
二
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
二
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
生
（
第
二
号

団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
（
法
附
則
第
三
条
第
五
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
う
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
旧
技
能
実
習
在
留
資
格
者
等
を
含
む
。
）
が
第
二
号
団

体
監
理
型
技
能
実
習
（
第
二
号
団
体
監
理
型
技
能
実
習
に
相
当
す
る
も
の
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

（
監
理
責
任
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
条
　
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正
後
規
則
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
七
月
一
四
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
九
月
二
九
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
三
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
〇
月
三
一
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
二
月
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
二
月
二
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
月
九
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
二
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
三
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
一
五
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る

技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
申
請
、
監
理
団
体
の
許
可
の
申
請
及
び
監
理
団
体
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
申
請
、
監
理
団
体
の
許
可
の
申
請
及
び
監
理
団
体
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
と
み
な
す
。

第
三
条
　
旧
規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
第
１
号
及
び
別
記
様
式
第
１
１
号
の
申
請
書
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
第
１
号
及
び
別
記
様
式
第
１
１
号
の
申
請
書

と
み
な
す
。

第
四
条
　
旧
規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
第
６
号
及
び
別
記
様
式
第
２
０
号
の
立
入
検
査
証
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
新
規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
第
６
号
及
び
別
記
様
式
第
２
０
号
の
立

入
検
査
証
と
み
な
す
。

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
、
旧
規
則
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
別
記
様
式
第
６
号
及
び
別
記
様
式
第
２
０
号
の
立
入
検
査
証
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
一
年
三
月
二
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
省
令
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る

申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
省

令
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
相
当
様
式
に
よ
る
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
旧
省
令
に
規
定
す
る
様
式
の
書
面
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
新
省
令
に
規
定
す
る
相
当
様
式
の
書
面
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
、
旧
省
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
又
は
作
成
さ
れ
た
通
知
書
、
許
可
証
そ
の
他
の
文
書
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
旧
省
令
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
様
式
に
よ
る

申
請
及
び
報
告
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
新
省
令
」
と
い
う
。
）

に
規
定
す
る
相
当
様
式
に
よ
る
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
旧
省
令
に
規
定
す
る
様
式
の
書
面
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
当
分
の
間
、
新
省
令
に
規
定
す
る
相
当
様
式
の
書
面
と
み
な
す
。
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附
　
則
　
（
令
和
元
年
九
月
一
三
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
附
則
第
一
条
本
文
に
規
定
す
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
一
月
八
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
二
月
二
五
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
二
三
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
に
係
る
同
法
第
九
条
第
六
号
及
び
第
九
号
の
認

定
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
三
月
二
七
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
十
四
号
）
附
則
第
一
条
第
五
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
三
月
三
十
日
。
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
二
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
六
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
職

業
安
定
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
二
号
）
第
一
条
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
違
反
行
為
」
と
い
う
。
）
を
し
た
場
合
（
団
体
監
理
型
実
習
実
施
者
等
（
団
体
監
理
型
実

習
実
施
者
又
は
団
体
監
理
型
技
能
実
習
を
行
わ
せ
よ
う
と
す
る
者
を
い
う
。
）
が
新
規
則
第
三
十
三
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
該
当
す
る
場
合
（
当
該
違
反
行
為
を
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
過
去
一
年
以
内
に
お
い
て
当
該
違
反
行
為
と
同

一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
同
一
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
施
行
日
以
後
に
し
た
場
合
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

３
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
三
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
施
行
の
日
以
後
に
職
業

安
定
法
施
行
令
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
場
合
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
一
七
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
〇
月
二
一
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
一
月
八
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
二
月
二
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
技
能
実
習
計
画
の
認
定
の
申
請
に
つ
い
て
も
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
一
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
二
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
七
月
二
九
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
二
五
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
八
月
一
六
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
九
月
三
〇
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
月
三
一
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
終
了
す
る
技
能
実
習
事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
し
た
技
能
実
習
事
業
年
度
に
係
る
事
業
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
二
十
三
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
、
同
法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
の
申
請
及
び

同
法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
に
係
る
同
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
許
可
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
八
条
第
一
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
に
係
る
同
法
第
九
条
第
二
号
の
認
定
の
基
準
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
七
月
二
四
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
〇
月
三
一
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
一
〇
月
三
一
日
法
務
省
・
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一

一
　
農
業
関
係
（
二
職
種
六
作
業
）

職
種

作
業

試
験

試
験
実
施
者

耕
種
農
業

施
設
園
芸

農
業
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議
所

畑
作
・
野
菜

果
樹

畜
産
農
業

養
豚

農
業
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議
所

養
鶏
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酪
農

二
　
漁
業
関
係
（
二
職
種
十
作
業
）

職
種

作
業

試
験

試
験
実
施
者

漁
船
漁
業

か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業

漁
船
漁
業
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
大
日
本
水
産
会

延
縄
漁
業

い
か
釣
り
漁
業

ま
き
網
漁
業

ひ
き
網
漁
業

刺
し
網
漁
業

定
置
網
漁
業

か
に
・
え
び
か
ご
漁
業

棒
受
網
漁
業

養
殖
業

ほ
た
て
が
い
・
ま
が
き
養
殖
作
業

養
殖
業
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
大
日
本
水
産
会

三
　
建
設
関
係
（
一
職
種
四
作
業
）

職
種

作
業

試
験

試
験
実
施
者

建
設
機
械
施
工

押
土
・
整
地
作
業

建
設
機
械
施
工
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
建
設
機
械
施
工
協
会

積
込
み
作
業

掘
削
作
業

締
固
め
作
業

四
　
食
品
製
造
関
係
（
八
職
種
十
五
作
業
）

職
種

作
業

試
験

試
験
実
施
者

缶
詰
巻
締

缶
詰
巻
締

缶
詰
巻
締
技
能
評
価
試
験

公
益
社
団
法
人
日
本
缶
詰
び
ん
詰
レ
ト
ル
ト
食
品
協
会

食
鳥
処
理
加
工
業

食
鳥
処
理
加
工
作
業

食
鳥
処
理
加
工
業
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
食
鳥
協
会

加
熱
性
水
産
加
工
食
品
製
造
業

節
類
製
造

水
産
加
工
食
品
製
造
業
技
能
評
価
試
験

全
国
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

加
熱
乾
製
品
製
造

調
味
加
工
品
製
造

く
ん
製
品
製
造

非
加
熱
性
水
産
加
工
食
品
製
造
業

塩
蔵
品
製
造

水
産
加
工
食
品
製
造
業
技
能
評
価
試
験

全
国
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会

乾
製
品
製
造

発
酵
食
品
製
造

調
理
加
工
品
製
造

生
食
用
加
工
品
製
造

牛
豚
食
肉
処
理
加
工
業

牛
豚
部
分
肉
製
造
作
業

牛
豚
食
肉
処
理
加
工
業
技
能
評
価
試
験

公
益
社
団
法
人
全
国
食
肉
学
校

そ
う
菜
製
造
業

そ
う
菜
加
工
作
業

そ
う惣

菜
製
造
業
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
外
国
人
食
品
産
業
技
能
評
価
機
構

農
産
物
漬
物
製
造
業

農
産
物
漬
物
製
造

農
産
物
漬
物
製
造
業
技
能
実
習
評
価
試
験

全
日
本
漬
物
協
同
組
合
連
合
会

医
療
・
福
祉
施
設
給
食
製
造

医
療
・
福
祉
施
設
給
食
製
造

医
療
・
福
祉
施
設
給
食
製
造
技
能
実
習
評
価
試
験

公
益
社
団
法
人
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会

五
　
繊
維
・
衣
服
関
係
（
六
職
種
十
三
作
業
）

職
種

作
業

試
験

試
験
実
施
者

紡
績
運
転

前
紡
工
程
作
業

紡
績
運
転
技
能
評
価
試
験

一
般
財
団
法
人
日
本
綿
業
技
術
・
経
済
研
究
所

精
紡
工
程
作
業

巻
糸
工
程
作
業

合
ね
ん
糸
工
程
作
業

織
布
運
転

準
備
工
程
作
業

織
布
運
転
技
能
評
価
試
験

一
般
財
団
法
人
日
本
綿
業
技
術
・
経
済
研
究
所

製
織
工
程
作
業
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仕
上
工
程
作
業

た
て
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造

た
て
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造
作
業

た
て
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造
技
能
評
価
試
験

日
本
経
編
協
会

下
着
類
製
造

下
着
類
製
造
作
業

下
着
類
製
造
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
ボ
デ
ィ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会

カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造

織
じ
ゅ
う
た
ん
製
造
作
業

カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
技
能
評
価
試
験

日
本
カ
ー
ペ
ッ
ト
工
業
組
合

タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
作
業

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
作
業

座
席
シ
ー
ト
縫
製

自
動
車
シ
ー
ト
縫
製
作
業

座
席
シ
ー
ト
縫
製
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
ソ
ー
イ
ン
グ
技
術
研
究
協
会

五
の
二
　
機
械
・
金
属
関
係
（
二
職
種
五
作
業
）

職
種

作
業

試
験

試
験
実
施
者

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
圧
延
・
押
出
製
品
製
造

引
抜
加
工
作
業

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
圧
延
・
押
出
製
品
製
造
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
協
会

仕
上
げ
作
業

金
属
熱
処
理
業

全
体
熱
処
理
作
業

金
属
熱
処
理
業
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
金
属
熱
処
理
工
業
会

表
面
熱
処
理
（
浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
）
作
業

部
分
熱
処
理
（
高
周
波
熱
処
理
・
炎
熱
処
理
）
作
業

六
　
そ
の
他
（
十
三
職
種
二
十
作
業
）

職
種

作
業

試
験

試
験
実
施
者

溶
接

手
溶
接

溶
接
技
能
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
溶
接
協
会

半
自
動
溶
接

一
般
財
団
法
人
日
本
海
事
協
会

陶
磁
器
工
業
製
品
製
造

機
械
ろ
く
ろ
成
形
作
業

陶
磁
器
工
業
製
品
製
造
技
能
評
価
試
験

一
般
財
団
法
人
日
本
陶
業
連
盟

圧
力
鋳
込
み
成
形
作
業

パ
ッ
ド
印
刷
作
業

自
動
車
整
備

自
動
車
整
備
作
業

外
国
人
自
動
車
整
備
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
整
備
振
興
会
連
合
会

介
護

介
護

介
護
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
振
興
会

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
仕
上
げ

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
協
会

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
全
国
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

宿
泊

接
客
・
衛
生
管
理
作
業

宿
泊
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
宿
泊
業
技
能
試
験
セ
ン
タ
ー

印
刷

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
作
業

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
技
能
実
習
評
価
試
験

全
国
グ
ラ
ビ
ア
協
同
組
合
連
合
会

Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造

Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
作
業

Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
Ｒ
Ｐ
Ｆ
工
業
会

鉄
道
施
設
保
守
整
備

軌
道
保
守
整
備
作
業

軌
道
保
守
整
備
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
鉄
道
施
設
協
会

ゴ
ム
製
品
製
造

成
形
加
工
作
業

ゴ
ム
製
品
製
造
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
ゴ
ム
工
業
会

押
出
し
加
工
作
業

混
練
り
圧
延
加
工
作
業

複
合
積
層
加
工
作
業

鉄
道
車
両
整
備

走
行
装
置
検
修
・
解
ぎ
装
作
業

鉄
道
車
両
整
備
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
日
本
鉄
道
車
両
機
械
技
術
協
会

空
気
装
置
検
修
・
解
ぎ
装
作
業

木
材
加
工

機
械
製
材
作
業

木
材
加
工
技
能
実
習
評
価
試
験

一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
試
験

別
表
第
二

一
　
農
業
関
係
（
二
職
種
六
作
業
）

職
種

作
業

耕
種
農
業

施
設
園
芸

畑
作
・
野
菜

果
樹

畜
産
農
業

養
豚
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養
鶏

酪
農

二
　
漁
業
関
係
（
二
職
種
十
作
業
）

職
種

作
業

漁
船
漁
業

か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業

延
縄
漁
業

い
か
釣
り
漁
業

ま
き
網
漁
業

ひ
き
網
漁
業

刺
し
網
漁
業

定
置
網
漁
業

か
に
・
え
び
か
ご
漁
業

棒
受
網
漁
業

養
殖
業

ほ
た
て
が
い
・
ま
が
き
養
殖
作
業

三
　
建
設
関
係
（
二
十
二
職
種
三
十
三
作
業
）

職
種

作
業

さ
く
井

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
式
さ
く
井
工
事
作
業

ロ
ー
タ
リ
ー
式
さ
く
井
工
事
作
業

建
築
板
金

ダ
ク
ト
板
金
作
業

内
外
装
板
金
作
業

冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工

冷
凍
空
気
調
和
機
器
施
工
作
業

建
具
製
作

木
製
建
具
手
加
工
作
業

建
築
大
工

大
工
工
事
作
業

型
枠
施
工

型
枠
工
事
作
業

鉄
筋
施
工

鉄
筋
組
立
て
作
業

と
び

と
び
作
業

石
材
施
工

石
材
加
工
作
業

石
張
り
作
業

タ
イ
ル
張
り

タ
イ
ル
張
り
作
業

か
わ
ら
ぶ
き

か
わ
ら
ぶ
き
作
業

左
官

左
官
作
業

配
管

建
築
配
管
作
業

プ
ラ
ン
ト
配
管
作
業

熱
絶
縁
施
工

保
温
保
冷
工
事
作
業

内
装
仕
上
げ
施
工

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業

カ
ー
ペ
ッ
ト
系
床
仕
上
げ
工
事
作
業

鋼
製
下
地
工
事
作
業

ボ
ー
ド
仕
上
げ
工
事
作
業

カ
ー
テ
ン
工
事
作
業

サ
ッ
シ
施
工

ビ
ル
用
サ
ッ
シ
施
工
作
業

防
水
施
工

シ
ー
リ
ン
グ
防
水
工
事
作
業

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
工
事
作
業

ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
施
工

ウ
ェ
ル
ポ
イ
ン
ト
工
事
作
業

表
装

壁
装
作
業

28



建
設
機
械
施
工

押
土
・
整
地
作
業

積
込
み
作
業

掘
削
作
業

締
固
め
作
業

築
炉

築
炉
作
業

四
　
食
品
製
造
関
係
（
十
一
職
種
十
八
作
業
）

職
種

作
業

缶
詰
巻
締

缶
詰
巻
締

食
鳥
処
理
加
工
業

食
鳥
処
理
加
工
作
業

加
熱
性
水
産
加
工
食
品
製
造
業

節
類
製
造

加
熱
乾
製
品
製
造

調
味
加
工
品
製
造

く
ん
製
品
製
造

非
加
熱
性
水
産
加
工
食
品
製
造
業

塩
蔵
品
製
造

乾
製
品
製
造

発
酵
食
品
製
造

調
理
加
工
品
製
造

生
食
用
加
工
品
製
造

水
産
練
り
製
品
製
造

か
ま
ぼ
こ
製
品
製
造
作
業

牛
豚
食
肉
処
理
加
工
業

牛
豚
部
分
肉
製
造
作
業

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造

ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
ベ
ー
コ
ン
製
造
作
業

パ
ン
製
造

パ
ン
製
造
作
業

そ
う
菜
製
造
業

そ
う
菜
加
工
作
業

農
産
物
漬
物
製
造
業

農
産
物
漬
物
製
造

医
療
・
福
祉
施
設
給
食
製
造

医
療
・
福
祉
施
設
給
食
製
造

五
　
繊
維
・
衣
服
関
係
（
十
三
職
種
二
十
二
作
業
）

職
種

作
業

紡
績
運
転

前
紡
工
程
作
業

精
紡
工
程
作
業

巻
糸
工
程
作
業

合
ね
ん
糸
工
程
作
業

織
布
運
転

準
備
工
程
作
業

製
織
工
程
作
業

仕
上
工
程
作
業

染
色

糸
浸
染
作
業

織
物
・
ニ
ッ
ト
浸
染
作
業

ニ
ッ
ト
製
品
製
造

靴
下
製
造
作
業

丸
編
み
ニ
ッ
ト
製
造
作
業

た
て
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造

た
て
編
ニ
ッ
ト
生
地
製
造
作
業

婦
人
子
供
服
製
造

婦
人
子
供
既
製
服
縫
製
作
業

紳
士
服
製
造

紳
士
既
製
服
製
造
作
業

下
着
類
製
造

下
着
類
製
造
作
業

寝
具
製
作

寝
具
製
作
作
業

カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造

織
じ
ゅ
う
た
ん
製
造
作
業
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タ
フ
テ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
作
業

ニ
ー
ド
ル
パ
ン
チ
カ
ー
ペ
ッ
ト
製
造
作
業

帆
布
製
品
製
造

帆
布
製
品
製
造
作
業

布
は
く
縫
製

ワ
イ
シ
ャ
ツ
製
造
作
業

座
席
シ
ー
ト
縫
製

自
動
車
シ
ー
ト
縫
製
作
業

六
　
機
械
・
金
属
関
係
（
十
七
職
種
三
十
四
作
業
）

職
種

作
業

鋳
造

鋳
鉄
鋳
物
鋳
造
作
業

非
鉄
金
属
鋳
物
鋳
造
作
業

鍛
造

ハ
ン
マ
型
鍛
造
作
業

プ
レ
ス
型
鍛
造
作
業

ダ
イ
カ
ス
ト

ホ
ッ
ト
チ
ャ
ン
バ
ダ
イ
カ
ス
ト
作
業

コ
ー
ル
ド
チ
ャ
ン
バ
ダ
イ
カ
ス
ト
作
業

機
械
加
工

普
通
旋
盤
作
業

数
値
制
御
旋
盤
作
業

フ
ラ
イ
ス
盤
作
業

マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
作
業

金
属
プ
レ
ス
加
工

金
属
プ
レ
ス
作
業

鉄
工

構
造
物
鉄
工
作
業

工
場
板
金

機
械
板
金
作
業

め
っ
き

電
気
め
っ
き
作
業

溶
融
亜
鉛
め
っ
き
作
業

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
陽
極
酸
化
処
理

陽
極
酸
化
処
理
作
業

仕
上
げ

治
工
具
仕
上
げ
作
業

金
型
仕
上
げ
作
業

機
械
組
立
仕
上
げ
作
業

機
械
検
査

機
械
検
査
作
業

機
械
保
全

機
械
系
保
全
作
業

電
子
機
器
組
立
て

電
子
機
器
組
立
て
作
業

電
気
機
器
組
立
て

回
転
電
機
組
立
て
作
業

変
圧
器
組
立
て
作
業

配
電
盤
・
制
御
盤
組
立
て
作
業

開
閉
制
御
器
具
組
立
て
作
業

回
転
電
機
巻
線
製
作
作
業

プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造

プ
リ
ン
ト
配
線
板
設
計
作
業

プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造
作
業

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
圧
延
・
押
出
製
品
製
造

引
抜
加
工
作
業

仕
上
げ
作
業

金
属
熱
処
理
業

全
体
熱
処
理
作
業

表
面
熱
処
理
（
浸
炭
・
浸
炭
窒
化
・
窒
化
）
作
業

部
分
熱
処
理
（
高
周
波
熱
処
理
・
炎
熱
処
理
）
作
業

七
　
そ
の
他
（
二
十
一
職
種
三
十
八
作
業
）

職
種

作
業

家
具
製
作

家
具
手
加
工
作
業
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印
刷

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
作
業

グ
ラ
ビ
ア
印
刷
作
業

製
本

製
本
作
業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

圧
縮
成
形
作
業

射
出
成
形
作
業

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
成
形
作
業

ブ
ロ
ー
成
形
作
業

強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

手
積
み
積
層
成
形
作
業

塗
装

建
築
塗
装
作
業

金
属
塗
装
作
業

鋼
橋
塗
装
作
業

噴
霧
塗
装
作
業

溶
接

手
溶
接

半
自
動
溶
接

工
業
包
装

工
業
包
装
作
業

紙
器
・
段
ボ
ー
ル
箱
製
造

印
刷
箱
打
抜
き
作
業

印
刷
箱
製
箱
作
業

貼
箱
製
造
作
業

段
ボ
ー
ル
箱
製
造
作
業

陶
磁
器
工
業
製
品
製
造

機
械
ろ
く
ろ
成
形
作
業

圧
力
鋳
込
み
成
形
作
業

パ
ッ
ド
印
刷
作
業

自
動
車
整
備

自
動
車
整
備
作
業

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業

介
護

介
護

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
仕
上
げ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
製
造

宿
泊

接
客
・
衛
生
管
理
作
業

Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造

Ｒ
Ｐ
Ｆ
製
造
作
業

鉄
道
施
設
保
守
整
備

軌
道
保
守
整
備
作
業

ゴ
ム
製
品
製
造

成
形
加
工
作
業

押
出
し
加
工
作
業

混
練
り
圧
延
加
工
作
業

複
合
積
層
加
工
作
業

鉄
道
車
両
整
備

走
行
装
置
検
修
・
解
ぎ
装
作
業

空
気
装
置
検
修
・
解
ぎ
装
作
業

木
材
加
工

機
械
製
材
作
業

八
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
法
務
大
臣
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
職
種
及
び
作
業
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
４
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第1号(第4条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第1面 A・B・C・D・E・F 

 

  ※ 認定番号   

 

 

技 能 実 習 計 画 認 定 申 請 書 

 

年   月   日 

 

 外国人技能実習機構 理事長 殿 

 

申請者                 

 

 

 次の技能実習計画について、申請者は、外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生

の保護に関する法律(以下「法」という。)第10条各号に規定する欠格事由(第7面記載)を確

認するとともに、そのいずれにも該当しないことを誓約し、法第8条第1項の認定を申請し

ます。 

 

                                          

 

 (団体監理型技能実習に係るものである場合) 

 

 申請に係る技能実習計画の作成につき、申請者を指導したことを証明します。 

 

監理団体                

 

 

                                          

 

 

 (注意) 

  ※印欄には、記載しないこと。 
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
４
条
第
１
項
関
係
）
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
４
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第1号(第4条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第3面 A 

入 国 後 講 習 実 施 予 定 表 

講習実施施設 

  施 設 名 

  所 在 地 

  連 絡 先 

法的保護に必要な情報について講義を行う講師 

  氏 名 

  職 業 

  所 属 機 関 

  専門的知識の経歴 

  資 格 ・ 免 許 

講習期間   年   月   日 ～    年   月   日 

講 習 内 容 

講師の氏名(役職・経験年数・

委託の有無) 

合計

時間 

時間数 

1 月

目 

2 月

目 

3 月

目 

4 月

目 

5 月

目 

6 月

目 

7 月

目 

8 月

目 

9 月

目 

10月

目 

11月

目 

12月

目 

1                             

  

  

  

2                             

  

  

  

3                             

  

  

  

4                             

  

  

  

5                             

  

  

  

合 計 時 間 h h h h h h h h h h h h h 

(注意) 

  予定表は、当該内容の開始月から終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載する

こと。 
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
４
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第1号(第4条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第3面 D 

 

入 国 後 講 習 実 施 予 定 表 

 

講習実施施設 

 ① 施設名：             所在地：             連絡先： 

 ② 施設名：             所在地：             連絡先： 

 ③ 施設名：             所在地：             連絡先： 

 

監理団体(講習の実施者) 

  名 称 

  住 所 

  代表者の氏名 

 

法的保護に必要な情報について講義を行う講師 

  氏 名 

  職 業 

  所 属 機 関 

  専門的知識の経歴 

  資 格 ・ 免 許 

 

講習期間   年   月   日 ～    年   月   日 

月 日 

曜

日 

講 習 内 容 講習

施設 

時間

数 

講師の氏名 

午前( ： ～ ： ) 委託 午後( ： ～ ： ) 委託 
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合計時間数               時間       

(注意) 

1 講習施設が複数ある場合は、それぞれの施設名、所在地及び連絡先を記載し、講習施設の欄に、該当する番号を

記載すること。 

2 入国後講習を委託する場合は、委託する各日の科目ごとに「○」を記載すること。 

39



別
記
様
式
第
１
号
（
第
４
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第1号(第4条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第4面 A・D 

実 習 実 施 予 定 表 

技能実習を行わせる事業所 

 ① 事業所名                  所在地 

 ② 事業所名                  所在地 

 ③ 事業所名                  所在地 

 実習期間      年    月    日 ～     年    月    日 

技能実習の内容 

必須業務、関連業務及び周辺業務の別 
指導員の役職・氏名(経験年数) 

事

業

所 

合

計

時

間 

月・時間数 

1 月

目 

2 月

目 

3 月

目 

4 月

目 

5 月

目 

6 月

目 

7 月

目 

8 月

目 

9 月

目 

10月

目 

11月

目 

12月

目 

1                                 
  

  

  

  

2                                 
  

  

  

  

3                                 
  

  

  

  

4                                 
  

  

  

  

5                                 
  

  

  

  

6                                 
  

  

  

  

7                                 
  

  

  

  

合 計 時 間   h h h h h h h h h h h h h 

(注意) 

 予定表は、当該内容の開始月から終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載すること。 

使用する素材、材料等   

使用する機械、器具等   

製品等の例   

指導体制   
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
４
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第1号(第4条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第5面 B・C・E・F 

実 習 実 施 予 定 表 ( 1 年 目 ) 

技能実習を行わせる事業所 

 ① 事業所名                   所在地 

 ② 事業所名                   所在地 

 ③ 事業所名                   所在地 

 実習期間      年    月    日 ～     年    月    日 

技能実習の内容 

必須業務、関連業務及び周辺業務の別 
指導員の役職・氏名(経験年数) 

事

業

所 

合

計

時

間 

月・時間数 

1 月

目 

2 月

目 

3 月

目 

4 月

目 

5 月

目 

6 月

目 

7 月

目 

8 月

目 

9 月

目 

10月

目 

11月

目 

12月

目 

1                                 
  

  

  

  

2                                 
  

  

  

  

3                                 
  

  

  

  

4                                 
  

  

  

  

5                                 
  

  

  

  

6                                 
  

  

  

  

7                                 
  

  

  

  

合 計 時 間   h h h h h h h h h h h h h 

(注意) 

 予定表は、当該内容の開始月から終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載すること。 

使用する素材、材料等   

使用する機械、器具等   

製品等の例   

指導体制   

 

41



別
記
様
式
第
１
号
（
第
４
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第1号(第4条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第6面 B・C・E・F 

実 習 実 施 予 定 表 ( 2 年 目 ) 

技能実習を行わせる事業所 

 ① 事業所名                   所在地 

 ② 事業所名                   所在地 

 ③ 事業所名                   所在地 

 実習期間      年    月    日 ～     年    月    日 

技能実習の内容 

必須業務、関連業務及び周辺業務の別 
指導員の役職・氏名(経験年数) 

事

業

所 

合

計

時

間 

月・時間数 

1 月

目 

2 月

目 

3 月

目 

4 月

目 

5 月

目 

6 月

目 

7 月

目 

8 月

目 

9 月

目 

10月

目 

11月

目 

12月

目 

1                                 
  

  

  

  

2                                 
  

  

  

  

3                                 
  

  

  

  

4                                 
  

  

  

  

5                                 
  

  

  

  

6                                 
  

  

  

  

7                                 
  

  

  

  

合 計 時 間   h h h h h h h h h h h h h 

(注意) 

 予定表は、当該内容の開始月から終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載すること。 

使用する素材、材料等   

使用する機械、器具等   

製品等の例   

指導体制   
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別
記
様
式
第
１
号
（
第
４
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第1号(第4条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第7面 A・B・C・D・E・F 

 

 私(申請者)は、法第10条各号に規定する下記欠格事由のいずれにも該当しないことを確認しましたので、その旨

をここに誓約します。 □※ 

 

(注意) 

  申請者本人がチェックマークを付すこと。 

 

 

【法第10条各号に規定する欠格事由】 

○ 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律(平成二十八年法律第八十九号)(抄) 

 (認定の欠格事由) 

第十条 次の各号のいずれかに該当する者は、第八条第一項の認定を受けることができない。 

 一 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から起算して五年を

経過しない者 

 二 この法律の規定その他出入国若しくは労働に関する法律の規定(第四号に規定する規定を除く。)であって

政令で定めるもの又はこれらの規定に基づく命令の規定により、罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、

又は執行を受けることがなくなった日から起算して五年を経過しない者 

 三 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成三年法律第七十七号)の規定(同法第五十条(第二号

に係る部分に限る。)及び第五十二条の規定を除く。)により、又は刑法(明治四十年法律第四十五号)第二百

四条、第二百六条、第二百八条、第二百八条の二、第二百二十二条若しくは第二百四十七条の罪若しくは暴

力行為等処罰に関する法律(大正十五年法律第六十号)の罪を犯したことにより、罰金の刑に処せられ、その

執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から起算して五年を経過しない者 

 四 健康保険法(大正十一年法律第七十号)第二百八条、第二百十三条の二若しくは第二百十四条第一項、船員

保険法(昭和十四年法律第七十三号)第百五十六条、第百五十九条若しくは第百六十条第一項、労働者災害補

償保険法(昭和二十二年法律第五十号)第五十一条前段若しくは第五十四条第一項(同法第五十一条前段の規

定に係る部分に限る。)、厚生年金保険法(昭和二十九年法律第百十五号)第百二条、第百三条の二若しくは第

百四条第一項(同法第百二条又は第百三条の二の規定に係る部分に限る。)、労働保険の保険料の徴収等に関

する法律(昭和四十四年法律第八十四号)第四十六条前段若しくは第四十八条第一項(同法第四十六条前段の

規定に係る部分に限る。)又は雇用保険法(昭和四十九年法律第百十六号)第八十三条若しくは第八十六条(同

法第八十三条の規定に係る部分に限る。)の規定により、罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行

を受けることがなくなった日から起算して五年を経過しない者 

 五 心身の故障により技能実習に関する業務を適正に行うことができない者として主務省令に定めるもの 

 六 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者 

 七 第十六条第一項の規定により実習認定を取り消され、当該取消しの日から起算して五年を経過しない者 

 八 第十六条第一項の規定により実習認定を取り消された者が法人である場合(同項第三号の規定により実習

認定を取り消された場合については、当該法人が第二号又は第四号に規定する者に該当することとなったこ

とによる場合に限る。)において、当該取消しの処分を受ける原因となった事項が発生した当時現に当該法人

の役員(業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問その他いかなる名

称を有する者であるかを問わず、法人に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者と

同等以上の支配力を有するものと認められる者を含む。第十二号、第二十五条第一項第五号及び第二十六条

第五号において同じ。)であった者で、当該取消しの日から起算して五年を経過しないもの 

 九 第八条第一項の認定の申請の日前五年以内に出入国又は労働に関する法令に関し不正又は著しく不当な行

為をした者 

 十 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第二条第六号に規定する暴力団員(以下この号において

「暴力団員」という。)又は暴力団員でなくなった日から五年を経過しない者(第十三号及び第二十六条第六

号において「暴力団員等」という。) 

 十一 営業に関し成年者と同一の行為能力を有しない未成年者であって、その法定代理人が前各号又は次号の

いずれかに該当するもの 

 十二 法人であって、その役員のうちに前各号のいずれかに該当する者があるもの 

 十三 暴力団員等がその事業活動を支配する者 
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○ 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律施行令(平成二十九年政令第百三十六号)

(抄) 

 (法第十条第二号の出入国又は労働に関する法律の規定であって政令で定めるもの) 

第一条 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律(以下「法」という。)第十条第二号

の出入国又は労働に関する法律の規定であって政令で定めるものは、次のとおりとする。 

 一 労働基準法(昭和二十二年法律第四十九号)第百十七条(船員職業安定法(昭和二十三年法律第百三十号)第

八十九条第一項又は労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律(昭和六十年

法律第八十八号。以下「労働者派遣法」という。)第四十四条第一項の規定により適用される場合を含む。)、

第百十八条第一項(労働基準法第六条及び第五十六条の規定に係る部分に限る。)、第百十九条(第一号(同法

第十六条、第十七条、第十八条第一項及び第三十七条の規定に係る部分に限る。)に係る部分に限る。)及び

第百二十条(第一号(同法第十八条第七項及び第二十三条から第二十七条までの規定に係る部分に限る。)に係

る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第百二十一条の規定 

 二 船員法(昭和二十二年法律第百号)第百二十九条(同法第八十五条第一項の規定に係る部分に限る。)、第百

三十条(同法第三十三条、第三十四条第一項、第三十五条、第四十五条及び第六十六条(同法第八十八条の二

の二第四項及び第五項並びに第八十八条の三第四項において準用する場合を含む。)の規定に係る部分に限

る。)及び第百三十一条(第一号(同法第五十三条第一項及び第二項、第五十四条、第五十六条並びに第五十八

条第一項の規定に係る部分に限る。)及び第三号に係る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法

第百三十五条第一項の規定(これらの規定が船員職業安定法第九十二条第一項の規定により適用される場合

を含む。) 

 三 職業安定法(昭和二十二年法律第百四十一号)第六十三条、第六十四条、第六十五条(第一号を除く。)及び

第六十六条の規定並びにこれらの規定に係る同法第六十七条の規定 

 四 船員職業安定法第百十一条から第百十五条までの規定 

 五 出入国管理及び難民認定法(昭和二十六年政令第三百十九号)第七十一条の三、第七十一条の四、第七十三

条の二、第七十三条の四から第七十四条の六の三まで、第七十四条の八及び第七十六条の二の規定 

 六 最低賃金法(昭和三十四年法律第百三十七号)第四十条の規定及び同条の規定に係る同法第四十二条の規定 

 七 労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律(昭和四十一年法

律第百三十二号)第四十条第一項(第二号に係る部分に限る。)の規定及び当該規定に係る同条第二項の規定 

 八 建設労働者の雇用の改善等に関する法律(昭和五十一年法律第三十三号)第四十九条、第五十条及び第五十

一条(第二号及び第三号を除く。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第五十二条の規定 

 九 賃金の支払の確保等に関する法律(昭和五十一年法律第三十四号)第十八条の規定及び同条の規定に係る同

法第二十条の規定 

 十 労働者派遣法第五十八条から第六十二条までの規定 

 十一 港湾労働法(昭和六十三年法律第四十号)第四十八条、第四十九条(第一号を除く。)及び第五十一条(第二

号及び第三号に係る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第五十二条の規定 

 十二 中小企業における労働力の確保及び良好な雇用の機会の創出のための雇用管理の改善の促進に関する法

律(平成三年法律第五十七号)第十九条、第二十条及び第二十一条(第三号を除く。)の規定並びにこれらの規

定に係る同法第二十二条の規定 

 十三 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律(平成三年法律第七十六号)第

六十二条から第六十五条までの規定 

 十四 林業労働力の確保の促進に関する法律(平成八年法律第四十五号)第三十二条、第三十三条及び第三十四

条(第三号を除く。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第三十五条の規定 

 十五 労働者派遣法第四十四条第四項の規定により適用される労働基準法第百十八条、第百十九条及び第百二

十一条の規定、船員職業安定法第八十九条第七項の規定により適用される船員法第百二十九条から第百三十

一条までの規定並びに労働者派遣法第四十五条第七項の規定により適用される労働安全衛生法(昭和四十七

年法律第五十七号)第百十九条及び第百二十二条の規定 

○ 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律施行規則(平成二十八年法務省・厚生労働

省令第三号)(抄) 

 (技能実習に関する業務を適正に行うことができない者) 

第十六条の二 法第十条第五号(法第十一条第二項において準用する場合を含む。)の主務省令で定めるものは、

精神の機能の障害により技能実習に関する業務を適正に行うに当たって必要な認知、判断及び意思疎通を適切

に行うことができない者とする。 
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別
記
様
式
第
２
号
（
第
５
条
第
２
項
関
係
）

別記様式第2号(第5条第2項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

技 能 実 習 計 画  認 定 通 知 書 

 

          殿 

 

外国人技能実習機構 理事長          印 

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第8条第1項の認定の申請があった技能

実習計画について、下記のとおり同項の認定をしましたので通知します。 

 

記 

 

1認定番号   

2申請年月日     年    月    日 

3認定年月日     年    月    日 

4技能実習の期間     年    月    日 ～    年    月    日 

5申請

者 

①実習実施者届出受理番号   

②氏名又は名称   

③住所 

〒   ― 

 

(電話   ―   ―    ) 

6技能

実習生 

①氏名 
ローマ字   

漢字   

②国籍(国又は地域) 
  

③生年月日、年齢及び性別     年   月   日 (  才)  性別( 男 ・ 女 ) 

7監理

団体 

①許可番号   

②名称   

③住所 

〒   ― 

 

(電話   ―   ―    ) 

8技能実習の区分 

□ A(第一号企業単独型技能実習)□ D(第一号団体監理型技能実習) 

□ B(第二号企業単独型技能実習)□ E(第二号団体監理型技能実習) 

□ C(第三号企業単独型技能実習)□ F(第三号団体監理型技能実習) 

(注意) 

1 5欄の①に係る事項には、申請を行うまでに、既に法第17条の規定による実施の届出を行い、実習実施者届

出受理番号を得ている者について記載を行う。 

2 6欄の①に係る事項には、申請書に漢字の氏名が記載された場合について記載を行う。 

3 7欄には、団体監理型技能実習の場合について記載を行う。 
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別
記
様
式
第
３
号
（
第
１
７
条
関
係
）
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記
様
式
第
４
号
（
第
１
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条
第
１
項
関
係
）

 

48



 

49



別
記
様
式
第
５
号
（
第
１
８
条
第
３
項
関
係
）

別記様式第5号(第18条第3項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

技 能 実 習 計 画  変 更 認 定 通 知 書 

 

          殿 

 

外国人技能実習機構 理事長          印 

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第11条第1項の規定により変更の申請の

あった技能実習計画について、下記のとおり同項の変更の認定をしましたので通知します。 

 

記 

 

1変更認定番号(認定番号)                (              ) 

2変更申請年月日      年    月    日 

3変更認定年月日(認定年月日)      年    月    日(    年   月   日) 

4技能実習の期間     年    月    日 ～    年    月    日 

5申請

者 

①実習実施者届出受理番号 
  

②氏名又は名称 
  

③住所 

〒   ― 

 

(電話   ―   ―    ) 

6技能

実習生 

①氏名 
ローマ字   

漢字   

②国籍(国又は地域) 
  

③生年月日、年齢及び性別     年   月   日 (  才)  性別( 男 ・ 女 ) 

7技能実習の区分 

□ A(第一号企業単独型技能実習)□ D(第一号団体監理型技能実習) 

□ B(第二号企業単独型技能実習)□ E(第二号団体監理型技能実習) 

□ C(第三号企業単独型技能実習)□ F(第三号団体監理型技能実習) 

(注意) 

1 5欄の①に係る事項には、申請を行うまでに、既に法第17条の規定による実施の届出を行い、実習実施者届

出受理番号を得ている者について記載を行う。 

2 6欄の①に係る事項には、申請書に漢字の氏名が記載された場合について記載を行う。 
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別
記
様
式
第
６
号
（
第
１
９
条
関
係
）

別記様式第6号(第19条関係) 

第1面 

 

第     号   

 

 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律 

第13条第2項(第35条第2項において準用する場合を含む。)の規定による立入検査証 

  

写

真 

職名及び氏名              

 

   年   月   日生     

   年   月   日交付    

 

 

 

法 務 大 臣          印   

 

厚生労働大臣          印   

  

 

第2面 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律抜粋 
 (報告徴収等) 
第13条 主務大臣は、この章(次節を除く。)の規定を施行するために必要な限度において、実習実
施者若しくは実習実施者であった者(以下この項及び次条第1項において「実習実施者等」とい
う。)、監理団体若しくは監理団体であった者(以下この項、次条第1項及び第35条第1項において
「監理団体等」という。)若しくは実習実施者等若しくは監理団体等の役員若しくは職員(以下こ
の項において「役職員」という。)若しくは役職員であった者(以下この項及び次条第1項におい
て「役職員等」という。)に対し、報告若しくは帳簿書類の提出若しくは提示を命じ、若しくは
実習実施者等若しくは役職員等に対し出頭を求め、又は当該主務大臣の職員に関係者に対して質
問させ、若しくは実習実施者等若しくは監理団体等に係る事業所その他技能実習に関係のある場
所に立ち入り、その設備若しくは帳簿書類その他の物件を検査させることができる。 

2 前項の規定による質問又は立入検査を行う場合においては、当該主務大臣の職員は、その身分
を示す証明書を携帯し、かつ、関係者の請求があるときは、これを提示しなければならない。 

3 第1項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 
 
 (認定の取消し等) 
第16条 出入国在留管理庁長官及び厚生労働大臣は、次の各号のいずれかに該当するときは、実習
認定を取り消すことができる。 

 一～三 (略) 
 四 第13条第1項の規定による報告若しくは帳簿書類の提出若しくは提示をせず、若しくは虚偽

の報告若しくは虚偽の帳簿書類の提出若しくは提示をし、又は同項の規定による質問に対して
答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をし、若しくは同項の規定による検査を拒み、妨げ、若しく
は忌避したとき。 

 五～七 (略) 
2 (略) 
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第3面 

 (報告徴収等) 

第35条 主務大臣は、この節の規定を施行するために必要な限度において、団体監理型技能実習関

係者(監理団体等又は団体監理型実習実施者若しくは団体監理型実習実施者であった者をいう。

以下この項において同じ。)若しくは団体監理型技能実習関係者の役員若しくは職員(以下この項

において「役職員」という。)若しくは役職員であった者(以下この項において「役職員等」とい

う。)に対し、報告若しくは帳簿書類の提出若しくは提示を命じ、若しくは団体監理型技能実習

関係者若しくは役職員等に対し出頭を求め、又は当該主務大臣の職員に関係者に対して質問さ

せ、若しくは団体監理型技能実習関係者に係る事業所その他団体監理型技能実習に関係のある場

所に立ち入り、その設備若しくは帳簿書類その他の物件を検査させることができる。 

2 第13条第2項の規定は前項の規定による質問又は立入検査について、同条第3項の規定は前項の

規定による権限について、それぞれ準用する。 

 

 (許可の取消し等) 

第37条 主務大臣は、監理団体が次の各号のいずれかに該当するときは、監理許可を取り消すこと

ができる。 

 一～三 (略) 

 四 この法律の規定若しくは出入国若しくは労働に関する法律の規定であって政令で定めるも

の又はこれらの規定に基づく命令若しくは処分に違反したとき。 

 五 出入国又は労働に関する法令に関し不正又は著しく不当な行為をしたとき。 

2～4 (略) 

 

第4面 

第112条 次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。 

 一 第13条第1項又は第35条第1項の規定による報告若しくは帳簿書類の提出若しくは提示をせ

ず、若しくは虚偽の報告若しくは虚偽の帳簿書類の提出若しくは提示をし、又はこれらの規定

による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をし、若しくはこれらの規定による検査

を拒み、妨げ、若しくは忌避した者 

 二～十二 (略) 

 

第113条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人

の業務に関して、第108条、第109条、第110条(第44条に係る部分に限る。)、第111条及び前条(第

12号を除く。)の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しても、各

本条の罰金刑を科する。 

(備考)用紙の大きさは、日本産業規格B7とすること。 
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別
記
様
式
第
７
号
（
第
２
０
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第7号(第20条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

  ※ 届出受理番号   

 

実 習 実 施 者  届 出 書 

 

  年  月  日 

 

 外国人技能実習機構 理事長 殿 

 

届出者             

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第17条の規定により下記

のとおり実施の届出をします。 

 

記 

 

1 届

出者 

 (ふりがな) 

①氏名又は名称 

  

  

②住所 

〒   ― 

 

(電話   ―   ―    ) 

2技能実習計画 
①認定番号   

②認定年月日   

3技能実習を開始した日 年   月   日 

4備考 

  

(注意) 

1 ※印欄には、記載をしないこと。 

2 2欄は、認定を受けた技能実習計画が複数あり、同時に技能実習を開始する場合には複数の

技能実習計画の全てを記載すること。ただし、その記載事項の全てを欄内に記載することがで

きないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

3 4欄には、届出に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。その他伝達事項があ

れば併せて記載すること。 
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別
記
様
式
第
８
号
（
第
２
０
条
第
３
項
関
係
）

別記様式第8号(第20条第3項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

 

実 習 実 施 者  届 出 受 理 書 

 

 

          殿 

 

 

外国人技能実習機構 理事長          印 

 

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第17条の規定による実施の届

出について、受理しましたので通知します。 

 

記 

 

1実習実施者届出受理番号 
  

2届出受理年月日     年   月   日 

3届出

者 

①氏名又は名称 
  

②住所 

〒   ― 

 

(電話   ―   ―    ) 
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別
記
様
式
第
９
号
（
第
２
１
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第9号(第21条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

  ※ 困難時届出受理番号   

 

技 能 実 習 実 施 困 難 時  届 出 書 

 

年  月  日 
 

 外国人技能実習機構 理事長 殿 
 

届出者                

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第19条第1項の規定により下記のとおり

技能実習を行わせることが困難となった場合の届出をします。 

 

記 

 

1 届

出者 

①実習実施者届出受理番号   

 (ふりがな) 

②氏名又は名称 

  

  

③住所 
〒   ― 
 

(電話   ―   ―    ) 

2企業単独型技

能実習計画 

①認定番号 
  

②認定年月日     年   月   日 

③技能実習の区分 
□ 第1号企業単独型技能実習 □ 第2号企業単独型技能実習 

□ 第3号企業単独型技能実習 

3企業

単独型

技能実

習生 

①氏名 
ローマ字   

漢字   

②国籍(国又は地域) 
  

③生年月日、年齢及び性別     年   月   日 (  才)  性別( 男 ・ 女 ) 

4技能実習を行わせることが困難

となった事由並びにその発生時期

及び原因 

□ 企業単独型実習実施者の都合 

 (理由 □ 実習認定の取消し □ 経営上・事業上の理由 

    □ その他 (                  )) 

□ 企業単独型技能実習生の都合 

 (理由 □ 病気・怪我 □ 実習意欲の喪失・ホームシック 

    □ 行方不明(   年  月  日発生) 

    □ 本国の家族の都合 

    □ その他 (                  )) 
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上記事由の概要(発生時期、経緯、原因等) 

5企業単独型技

能実習生の現状 

①入国状況 
□ 入国前 □ 入国済(   年 月入国) 

(「入国前」にチェックマークを付した場合は5②及び③は記載不要。) 

②住居の確保 □ 有 □ 無 

③生活費等の確保 □ 有(休業手当) □ 有(雇用保険) □ 有(生活費等) □無 

  

②及び③の具体的状況等(支援実施者、受給開始日等) 

6企業単独型技能実習の継続のた

めの措置 

企業単独型技能実習生の企業単独型技能実習の継続意思 

□ 有 □ 無 

転籍等の連絡調整等の状況、帰国する場合はその理由や予定時期等 

7備考 

  

(注意) 

1 ※印欄には、記載をしないこと。 

2 2欄及び3欄は、認定を受けた技能実習計画が複数あり、同時に技能実習を行わせることが困難となった場

合の届出をする場合であって、これらの欄にその記載事項の全てを記載することができないときは、同欄に

「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

3 3欄の①は、ローマ字で旅券(未発給の場合、発給申請において用いるもの)と同一の氏名を記載するほか、

漢字の氏名がある場合にはローマ字の氏名と併せて、漢字の氏名も記載すること。 

4 4欄には、届出に至った事由につき該当するものにチェックマークを付すこと(実習実施者の事業規模の縮

小等を受けて、技能実習生本人が転籍等を希望している場合は、「企業単独型技能実習生の都合」ではなく、

「企業単独型実習実施者の都合」の「経営上・事業上の理由」を選択すること)。また、その発生時期及び原

因について具体的に記載すること。なお、技能実習生が技能実習の期間中に途中帰国する場合には、帰国の

方針が決まった時点で、帰国日前に届け出ること。 

5 5欄の①から③までは、技能実習の継続が困難となった後、次の実習先が見つかるまでの間又は帰国するま

での間の企業単独型技能実習生の現状について該当するものにチェックマークを付すこと。 

6 6欄の無にチェックマークを付した場合には、技能実習生に対し、意に反して技能実習を中止して帰国する

必要がないことの説明や帰国の意思確認を書面により十分に行った上、技能実習生が途中帰国する方針が決

まった時点で、当該書面を添付した上で帰国する前に届け出ること。 

7 7欄には、届出に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。その他伝達事項があれば併せて記載

すること。 
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別
記
様
式
第
１
０
号
（
第
２
３
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第10号(第23条第1項関係) 

(日本産業規格A列4)  

  ※実施状況報告

受理番号 

  

 

実施状況報告書 

年   月   日 

 

 外国人技能実習機構 理事長 殿 

 

提出者                     

 

(団体監理型技能実習に係るものである場合の指導証明) 

 

監理団体                    

 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第21条第1項の規定により、

下記のとおり技能実習の実施の状況に関する報告書を提出します。 

記 

 

1報告対象期間              年4月1日 ～       年3月31日 

2 実 習 実

施者 

①実習実施者届出受理番号   

 (ふりがな) 

②氏名又は名称 

  

  

③住所 

〒   ― 

 

(電話   ―   ―    ) 

④業種 大分類(  、    )  小分類(  、        ) 

⑤職種(最も多く受け入れているもの) 
コード番号(        ) 

職種名(                             ) 

3報告対象技能実習生数 

(上記1の期間中の在籍者に限る。入国後講習中の者

は除く。) 

第1号    人、第2号    人、第3号    人 

4 技 能 検

定等受検

状況 

( 上 記 3

の技能実

習生に限

る。) 

試験区分 
  

修了者数 うち受験者数 うち合格者数 

①基礎級程度 

(第1号修了者) 

実技 人 人 人 

学科 人 人 人 

②3級程度 

(第2号修了者) 

実技 人 人 人 

学科 人 人 人 

③2級程度 

(第3号修了者) 

実技 人 人 人 

学科 人 人 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 労 働 条

件等 

  第1号技能実習生 

(入国後講習中の者を除く。) 
第2号技能実習生 第3号技能実習生 

(1) 実労働日数 平均    日／月 平均    日／月 平均    日／月 

(2) 所定内実労働時間数 

(実労働時間数から超過実労働時間数を差

し引いたもの。) 

平均   時間／月 平均   時間／月 平均   時間／月 

(3) 超過実労働時間数 

(早出、残業、休日労働等) 
平均   時間／月 平均   時間／月 平均   時間／月 

(4) きまって支給する現金給与額 

(超過労働給与額を含む。) 
平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

  ①うち超過労働給与額 

(時間外手当、深夜手当、休日

手当、宿日直手当等) 

平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

②うち通勤手当 平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

③うち精皆勤手当 平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

④うち家族手当 平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

(5) 上記1の期間中の賞与、期末手当等

特別給与額 
平均    円 平均    円 平均    円 
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(6) 控除額 

  

  

①食費 平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

②居住費 

(水道、光熱費含む。) 
平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

③税・社会保険料 平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

④その他 平均    円／月 平均    円／月 平均    円／月 

(7) 昇給率 
①第2号移行時   平均    ％   

②第3号移行時     平均    ％ 

6技能実習の継続が困難となった技能実習生数 

 (上記1の期間中に限る。) 

  人 

(うち行方不明者数、割合)         人           ％ 

7他の実習実施者における技能実習の継続が困難となった技能実習生の受入れ状況及

び実習先変更支援ポータルサイトへの登録の有無 

人数 人 

登録の有無 有 ・ 無 

8地域社会との共生

に向けた取組の実施

状況 

  取組概要 

①日本語学習支援   

②地域社会との交流の機会提供   

③日本文化を学ぶ機会の提供   

9備考   

(注意) 

1 ※印欄には、記載をしないこと。 

2 2欄の④は、日本標準産業分類の大分類及び小分類の記号及び名称を記載すること。 

3 3欄は、技能実習の終了時点(「技能実習実施困難時届出書」を提出した場合を含む。)又は3月31日時点での区分(第1号から第3号まで)に応

じた人数を記載すること。 

4 5欄の(1)～(6)は、3欄に記載した技能実習生について、区分ごとの平均を算出すること。 

5 5欄の(4)の算出に当たっては、月中で技能実習を開始又は終了したことにより当該月の給与額が1か月分に満たない場合は、当該額を除いて

1か月あたりの平均額を算出すること。 

6 5欄の(7)は、1欄の期間中に第2号又は第3号へ移行した者がいる場合は、当該者の賃金の上昇率(複数人の場合はそれらの賃金の平均上昇率)

を記載すること。 

7 6欄の行方不明者の割合は、3欄の人数に占める割合を算出すること。 

8 8欄は、該当があれば取組概要を記載した上、その具体的内容が分かるものを必要に応じて添付すること。 

9 9欄は、報告担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。その他伝達事項があれば併せて記載すること。 
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別
記
様
式
第
１
１
号
（
第
２
４
条
及
び
第
４
１
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第11号(第24条及び第41条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第2面 

 

 私(申請者)は、法第26条各号に規定する下記欠格事由のいずれにも該当しないこと及び監理責任者が同条第5号

イ(法第10条第11号に係る部分を除く。)又はロからニのいずれにも該当しないものであることを確認しましたので、

その旨をここに誓約します。 □※ 

 (注意) 

  申請者本人がチェックマークを付すこと。 

 

【法第26条各号に規定する欠格事由】 

 

○ 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律(平成二十八年法律第八十九号)(抄) 

 (許可の欠格事由) 

第二十六条 次の各号のいずれかに該当する者は、第二十三条第一項の許可を受けることができない。 

 一 第十条第二号、第四号又は第十三号に該当する者 

 二 第三十七条第一項の規定により監理許可を取り消され、当該取消しの日から起算して五年を経過しない者 

 三 第三十七条第一項の規定による監理許可の取消しの処分に係る行政手続法(平成五年法律第八十八号)第

十五条の規定による通知があった日から当該処分をする日又は処分をしないことを決定する日までの間に、

第三十四条第一項の規定による監理事業の廃止の届出をした者(当該事業の廃止について相当の理由がある

者を除く。)で、当該届出の日から起算して五年を経過しないもの 

 四 第二十三条第一項の許可の申請の日前五年以内に出入国又は労働に関する法令に関し不正又は著しく不

当な行為をした者 

 五 役員のうちに次のいずれかに該当する者があるもの 

  イ 第十条第一号、第三号、第五号、第六号、第十号又は第十一号に該当する者 

  ロ 第一号(第十条第十三号に係る部分を除く。)又は前号に該当する者 

  ハ 第三十七条第一項の規定により監理許可を取り消された場合(同項第二号の規定により監理許可を取り

消された場合については、第一号(第十条第十三号に係る部分を除く。)に該当する者となったことによる

場合に限る。)において、当該取消しの処分を受ける原因となった事項が発生した当時現に当該処分を受

けた者の役員であった者で、当該取消しの日から起算して五年を経過しないもの 

  ニ 第三号に規定する期間内に第三十四条第一項の規定による監理事業の廃止の届出をした場合において、

同号の通知の日前六十日以内に当該届出をした者(当該事業の廃止について相当の理由がある者を除く。)

の役員であった者で、当該届出の日から起算して五年を経過しないもの 

 六 暴力団員等をその業務に従事させ、又はその業務の補助者として使用するおそれのある者 

 

 (認定の欠格事由) 

第十条 次の各号のいずれかに該当する者は、第八条第一項の認定を受けることができない。 

 一 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から起算して五年を

経過しない者 

 二 この法律の規定その他出入国若しくは労働に関する法律の規定(第四号に規定する規定を除く。)であって

政令で定めるもの又はこれらの規定に基づく命令の規定により、罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、

又は執行を受けることがなくなった日から起算して五年を経過しない者 

 三 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成三年法律第七十七号)の規定(同法第五十条(第二

号に係る部分に限る。)及び第五十二条の規定を除く。)により、又は刑法(明治四十年法律第四十五号)第二

百四条、第二百六条、第二百八条、第二百八条の二、第二百二十二条若しくは第二百四十七条の罪若しくは

暴力行為等処罰に関する法律(大正十五年法律第六十号)の罪を犯したことにより、罰金の刑に処せられ、そ

の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から起算して五年を経過しない者 

 四 健康保険法(大正十一年法律第七十号)第二百八条、第二百十三条の二若しくは第二百十四条第一項、船員

保険法(昭和十四年法律第七十三号)第百五十六条、第百五十九条若しくは第百六十条第一項、労働者災害補

償保険法(昭和二十二年法律第五十号)第五十一条前段若しくは第五十四条第一項(同法第五十一条前段の規

定に係る部分に限る。)、厚生年金保険法(昭和二十九年法律第百十五号)第百二条、第百三条の二若しくは

第百四条第一項(同法第百二条又は第百三条の二の規定に係る部分に限る。)、労働保険の保険料の徴収等に

関する法律(昭和四十四年法律第八十四号)第四十六条前段若しくは第四十八条第一項(同法第四十六条前段

の規定に係る部分に限る。)又は雇用保険法(昭和四十九年法律第百十六号)第八十三条若しくは第八十六条

(同法第八十三条の規定に係る部分に限る。)の規定により、罰金の刑に処せられ、その執行を終わり、又は

執行を受けることがなくなった日から起算して五年を経過しない者 
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 五 心身の故障により技能実習に関する業務を適正に行うことができない者として主務省令で定めるもの 

 六 破産手続開始の決定を受けて復権を得ない者 

 七 第十六条第一項の規定により実習認定を取り消され、当該取消しの日から起算して五年を経過しない者 

 八 第十六条第一項の規定により実習認定を取り消された者が法人である場合(同項第三号の規定により実習

認定を取り消された場合については、当該法人が第二号又は第四号に規定する者に該当することとなったこ

とによる場合に限る。)において、当該取消しの処分を受ける原因となった事項が発生した当時現に当該法

人の役員(業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる者をいい、相談役、顧問その他いかな

る名称を有する者であるかを問わず、法人に対し業務を執行する社員、取締役、執行役又はこれらに準ずる

者と同等以上の支配力を有するものと認められる者を含む。第十二号、第二十五条第一項第五号及び第二十

六条第五号において同じ。)であった者で、当該取消しの日から起算して五年を経過しないもの 

 九 第八条第一項の認定の申請の日前五年以内に出入国又は労働に関する法令に関し不正又は著しく不当な

行為をした者 

 十 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第二条第六号に規定する暴力団員(以下この号において

「暴力団員」という。)又は暴力団員でなくなった日から五年を経過しない者(第十三号及び第二十六条第六

号において「暴力団員等」という。) 

 十一 営業に関し成年者と同一の行為能力を有しない未成年者であって、その法定代理人が前各号又は次号の

いずれかに該当するもの 

 十二 法人であって、その役員のうちに前各号のいずれかに該当する者があるもの 

 十三 暴力団員等がその事業活動を支配する者 

 

○ 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律施行令(平成二十九年政令第百三十六

号)(抄) 

 (法第十条第二号の出入国又は労働に関する法律の規定であって政令で定めるもの) 

第一条 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律(以下「法」という。)第十条第二号

の出入国又は労働に関する法律の規定であって政令で定めるものは、次のとおりとする。 

 一 労働基準法(昭和二十二年法律第四十九号)第百十七条(船員職業安定法(昭和二十三年法律第百三十号)第

八十九条第一項又は労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律(昭和六十年

法律第八十八号。以下「労働者派遣法」という。)第四十四条第一項の規定により適用される場合を含む。)、

第百十八条第一項(労働基準法第六条及び第五十六条の規定に係る部分に限る。)、第百十九条(第一号(同法

第十六条、第十七条、第十八条第一項及び第三十七条の規定に係る部分に限る。)に係る部分に限る。)及び

第百二十条(第一号(同法第十八条第七項及び第二十三条から第二十七条までの規定に係る部分に限る。)に

係る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第百二十一条の規定 

 二 船員法(昭和二十二年法律第百号)第百二十九条(同法第八十五条第一項の規定に係る部分に限る。)、第百

三十条(同法第三十三条、第三十四条第一項、第三十五条、第四十五条及び第六十六条(同法第八十八条の二

の二第四項及び第五項並びに第八十八条の三第四項において準用する場合を含む。)の規定に係る部分に限

る。)及び第百三十一条(第一号(同法第五十三条第一項及び第二項、第五十四条、第五十六条並びに第五十

八条第一項の規定に係る部分に限る。)及び第三号に係る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同

法第百三十五条第一項の規定(これらの規定が船員職業安定法第九十二条第一項の規定により適用される場

合を含む。) 

 三 職業安定法(昭和二十二年法律第百四十一号)第六十三条、第六十四条、第六十五条(第一号を除く。)及び

第六十六条の規定並びにこれらの規定に係る同法第六十七条の規定 

 四 船員職業安定法第百十一条から第百十五条までの規定 

 五 出入国管理及び難民認定法(昭和二十六年政令第三百十九号)第七十一条の三、第七十一条の四、第七十三

条の二、第七十三条の四から第七十四条の六の三まで、第七十四条の八及び第七十六条の二の規定 

 六 最低賃金法(昭和三十四年法律第百三十七号)第四十条の規定及び同条の規定に係る同法第四十二条の規

定 

 七 労働施策の総合的な推進並びに労働者の雇用の安定及び職業生活の充実等に関する法律(昭和四十一年法

律第百三十二号)第四十条第一項(第二号に係る部分に限る。)の規定及び当該規定に係る同条第二項の規定 

 八 建設労働者の雇用の改善等に関する法律(昭和五十一年法律第三十三号)第四十九条、第五十条及び第五十

一条(第二号及び第三号を除く。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第五十二条の規定 

 九 賃金の支払の確保等に関する法律(昭和五十一年法律第三十四号)第十八条の規定及び同条の規定に係る

同法第二十条の規定 

 十 労働者派遣法第五十八条から第六十二条までの規定 

 十一 港湾労働法(昭和六十三年法律第四十号)第四十八条、第四十九条(第一号を除く。)及び第五十一条(第

二号及び第三号に係る部分に限る。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第五十二条の規定 
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 十二 中小企業における労働力の確保及び良好な雇用の機会の創出のための雇用管理の改善の促進に関する

法律(平成三年法律第五十七号)第十九条、第二十条及び第二十一条(第三号を除く。)の規定並びにこれらの

規定に係る同法第二十二条の規定 

 十三 育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律(平成三年法律第七十六号)第

六十二条から第六十五条までの規定 

 十四 林業労働力の確保の促進に関する法律(平成八年法律第四十五号)第三十二条、第三十三条及び第三十四

条(第三号を除く。)の規定並びにこれらの規定に係る同法第三十五条の規定 

 十五 労働者派遣法第四十四条第四項の規定により適用される労働基準法第百十八条、第百十九条及び第百二

十一条の規定、船員職業安定法第八十九条第七項の規定により適用される船員法第百二十九条から第百三十

一条までの規定並びに労働者派遣法第四十五条第七項の規定により適用される労働安全衛生法(昭和四十七

年法律第五十七号)第百十九条及び第百二十二条の規定 

 

○ 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律施行規則(平成二十八年法務省・厚生労

働省令第三号)(抄) 

 (技能実習に関する業務を適正に行うことができない者) 

第十六条の二 法第十条第五号(法第十一条第二項において準用する場合を含む。)の主務省令で定めるものは、

精神の機能の障害により技能実習に関する業務を適正に行うに当たって必要な認知、判断及び意思疎通を適切

に行うことができない者とする。 
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別
記
様
式
第
１
２
号
（
第
２
７
条
第
２
項
関
係
）

別記様式第12号(第27条第2項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

監 理 事 業 計 画 書 

 

1許可番号   

2監理団体の名称   

 (ふりがな)   

3監理事業を行う事

業所の名称 

  

4計画対象期間    年   月   日から   年   月   日まで 

5実習監理する団体

監理型技能実習が行

われる地域 

□全国 

□単一の都道府県内(                       ) 

□複数の都道府県内(                       ) 

6団体監理型技能実

習の取扱職種の範囲

等 

  

7実習監理する団体

監理型実習実施者の

見込数 

団体監理型実習実施者          人／法人 

8実習監理する団体

監理型技能実習生の

見込数 

第1号団体監理型技能実習生          人 

第2号団体監理型技能実習生          人 

第3号団体監理型技能実習生          人 

9実習監理する団体

監理型技能実習生の

国籍(国又は地域)の

見込み 

  

10監理事業の実務に

従事する職員の数 
合計    人(常勤職員    人 非常勤職員    人) 

11定期の監査の実施

頻度 
    月に1回以上 

12事業所の床面積             m2 

(注意) 

1 監理事業を行う全ての事業所ごとに記載すること。 

2 1欄は、既に監理団体の許可番号を得ている者について記載すること。 

3 4欄は、事業所において事業開始を予定する日から、許可の有効期間の末日が含まれる技能実習

事業年度の末日を記載すること。 

4 6欄は、移行対象職種・作業である場合には、法務大臣及び厚生労働大臣が別途定めるコード表

を参照した上でコード番号、職種名及び作業名を記載すること。また、その記載事項の全てを欄内

に記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

5 7欄から9欄までは、計画対象期間内における見込数を記載すること。 

6 12欄は、事業所のうちの事務所の床面積を記載すること。 

65



別
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３
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第
３
４
条
第
２
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関
係
）

別記様式第13号(第34条第2項関係) 

(日本産業規格A列4) 

取 扱 職 種 範 囲 等 変 更 命 令 通 知 書 

 

          殿 

 

法 務 大 臣          印 

 

厚生労働大臣          印 

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第27条第2項により

読み替えて適用する職業安定法第32条の12第3項の規定に基づき、取扱職種の範囲等につい

て、下記の理由により変更することを命じます。 

記 

1許可番号   

 (ふりがな) 

2監理団体の名称 

  

  

3変更内容 
  

4期限 
  

5変更理由 
  

 なお、この処分に不服のあるときは、処分のあったことを知った日の翌日から起算して3

か月以内に、法務大臣及び厚生労働大臣に対して審査請求をすることができます。 

 この処分については、審査請求のほか、この処分のあったことを知った日の翌日から起

算して6か月以内に、国を被告として(訴訟において国を代表する者は法務大臣となりま

す。)、処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、審査請求をした場合には、

処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起

算して6か月以内に提起することができます。 

 ただし、上記の期間が経過する前に、この処分(審査請求をした場合には、その審査請求

に対する裁決)があった日の翌日から起算して1年を経過した場合は、審査請求をすること

や処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるとき

は、上記の期間やこの処分(審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決)があっ

た日の翌日から起算して1年を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取消し

の訴えを提起することが認められる場合があります。 
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）

別記様式第14号(第38条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

許可番号               

許可年月日    年  月  日   

 

監 理 団 体 許 可 証 

 

法人の名称 

 

住所 

 

法人の種類 

 

事業所の名称 

 

事業所の所在地 

 

許可の別        一般監理事業 ・ 特定監理事業 

 

有効期間                       年  月  日から 

                           年  月  日まで 

 

取扱職種の範囲等 

 

許可の条件 

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第23条第1項の許可

を受けた監理団体であることを証明する。 

 

          年  月  日 

 

        法 務 大 臣 

 

        厚生労働大臣 

 

事業所枝番号    
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別記様式第15号(第38条第2項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

監 理 団 体 許 可 証 再 交 付 申 請 書 

 

  年  月  日 

法 務 大 臣 

厚生労働大臣 
殿 

 

申請者             

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第29条第3項(同法第

31条第5項及び第32条第2項において準用する場合を含む。)の規定により下記のとおり許可

証の再交付を申請します。 

記 

1許可番号   

2許可年月日      年  月  日 

3監理

団体 

(ふりがな) 

①名称 

  

  

②住所 
〒   ― 

(電話   ―   ―    ) 

4監理

事業を

行う事

業所 

(ふりがな) 

①名称 

  

  

②所在地 
〒   ― 

(電話   ―   ―    ) 

5再交付申請事由 亡失 ・ 滅失 

6再交付申請事由発

生経緯 

  

7備考 
  

(注意) 

1 6欄は、再交付申請事由発生の経緯を具体的に記載すること。 

2 7欄は、許可証の再交付の申請に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。

その他伝達事項があれば併せて記載すること。 
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別記様式第18号(第48条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

  ※ 困難時届出受理番号   

 

技 能 実 習 実 施 困 難 時  届 出 書 

 

 

年  月   日 
 

 外国人技能実習機構 理事長 殿 
 

届出者                

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第33条第1項の規定により下記のとおり技

能実習を行わせることが困難となった場合の届出をします。 

 

記 

 

1 届

出者 

①許可番号   

 (ふりがな) 

②名称 

  

  

③住所 
〒   ― 

(電話   ―   ―    ) 

2 団

体監

理型

実習

実施

者 

①実習実施者届出受理番号   

 (ふりがな) 

②氏名又は名称 

  

  

③住所 
〒   ― 

(電話   ―   ―    ) 

3団体監理型技

能実習計画 

①認定番号 
  

②認定年月日     年   月   日 

③技能実習の区分 
□ 第1号団体監理型技能実習 □ 第2号団体監理型技能実習 
□ 第3号団体監理型技能実習 

4 団体

監理型

技能実

習生 

①氏名 
ローマ字   

漢字   

②国籍(国又は地域)   

③生年月日、年齢及び性別      年   月   日 (   才)  性別( 男 ・ 女 ) 

5団体監理型実習実施者からの通

知の有無 

□ 有(通知日：    年    月    日) 

□ 無 
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6技能実習を行わせることが困難

となった事由並びにその発生時期

及び原因 

□ 監理団体の都合 

 (理由 □ 監理許可の取消し □ 監理事業の廃止 

    □ その他 (                   )) 

□ 団体監理型実習実施者の都合 

 (理由 □ 実習認定の取消し □ 経営上・事業上の理由 

    □ その他 (                   )) 

□ 団体監理型技能実習生の都合 

 (理由 □ 病気・怪我 □ 実習意欲の喪失・ホームシック 

    □ 行方不明(  年  月  日発生) 

    □ 本国の家族の都合 

    □ その他 (                   )) 

 

上記事由の概要(発生時期、経緯、原因等) 

7団体監理型技

能実習生の現状 

①入国状況 
□ 入国前 □ 入国済(   年 月入国) 
(「入国前」にチェックマークを付した場合は7②及び③は記載不要。) 

②住居の確保 □ 有 □ 無 

③生活費等の確保 □ 有(休業手当) □ 有(雇用保険) □ 有(生活費等) □ 無 

  

②及び③の具体的状況等(支援実施者、受給開始日等) 

8団体監理型技能実習の継続のた

めの措置 

団体監理型技能実習生の団体監理型技能実習の継続意思 

 □ 有 □ 無 

転籍等の連絡調整等の状況、帰国する場合はその理由や予定時期等 

9備考 
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(注意) 

1 ※印欄には、記載をしないこと。 

2 3欄及び4欄は、認定を受けた技能実習計画が複数あり、同時に技能実習を行わせることが困難となった場合

の届出をする場合であって、これらの欄にその記載事項の全てを記載することができないときは、同欄に「別

紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

3 4欄の①は、ローマ字で旅券(未発給の場合、発給申請において用いるもの)と同一の氏名を記載するほか、漢

字の氏名がある場合にはローマ字の氏名と併せて、漢字の氏名も記載すること。 

4 5欄には、団体監理型実習実施者からの通知の有無につき該当するものにチェックマークを付すこと。 

5 6欄には、届出に至った事由につき該当するものにチェックマークを付すこと。(実習実施者の事業規模の縮

小等を受けて、技能実習生本人が転籍等を希望している場合は、「団体監理型技能実習生の都合」ではなく、

「団体監理型実習実施者の都合」の「経営上・事業上の理由」を選択すること)。また、その発生時期及び原因

について具体的に記載すること。なお、技能実習生が技能実習の期間中に途中帰国する場合には、帰国の方針

が決まった時点で、帰国日前に届け出ること。 

6 7欄の①から③までは、技能実習の継続が困難となった後、次の実習先が見つかるまでの間又は帰国するまで

の間の団体監理型技能実習生の現状につき該当するものにチェックマークを付すこと。 

7 8欄の無にチェックマークを付した場合には、技能実習生に対し、意に反して技能実習を中止して帰国する必

要がないことの説明や帰国の意思確認を書面により十分に行った上、技能実習生が途中帰国する方針が決まっ

た時点で、当該書面を添付した上で帰国する前に届け出ること。 

8 9欄には、届出に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。その他伝達事項があれば併せて記載す

ること。 
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別
記
様
式
第
１
９
号
（
第
４
９
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第19号(第49条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

 

  ※ 休廃止届出受理番号   

 

 

事 業 廃 止 届 出 書 

事 業 休 止 届 出 書 

 

  年  月  日 

 

 外国人技能実習機構 理事長 殿 

 

届出者             

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第34条第1項の規定により下記の

とおり届出をします。 

記 

1許可番号 
  

2許可年月日    年   月   日 

3 監理

団体 

(ふりがな) 

①名称 

  

  

②住所 
〒   ― 

(電話   ―   ―    ) 

4 監理

事 業を

行 う事

業所 

(ふりがな) 

①名称 

  

  

②所在地 
〒   ― 

(電話   ―   ―    ) 

5廃止又は休止の予定日    年   月   日 

6休止する事業の範囲及び休止期

間 

  

7廃止又は休止する理由 
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8 実習

監 理を

行 った

団 体監

理 型技

能 実習

に 係る

事項 

①実習実施者届出受理

番号 

  

 (ふりがな) 

②団体監理型実習実施

者の氏名又は名称 

  

  

③

技

能

実

習

計

画 

i 

認定番号   

団体監理型技

能実習生の氏

名 

ローマ字   

漢字   

ii 

認定番号   

団体監理型技

能実習生の氏

名 

ローマ字   

漢字   

iii 

認定番号   

団体監理型技

能実習生の氏

名 

ローマ字   

漢字   

iv 

認定番号   

団体監理型技

能実習生の氏

名 

ローマ字   

漢字   

9団体監理型技能実習継続のため

の措置 

  

10備考 

  

(注意) 

1 ※印欄には、記載をしないこと。 

2 届出の内容が事業の廃止の場合には表題の「事業休止届出書」を、事業の休止の場合には表題の「事

業廃止届出書」を抹消すること。 

3 3欄及び4欄は、届出前の事項を記載すること。 

4 4欄は、監理事業を行う事業所の全てを記載すること。複数あるときは、同欄に「別紙のとおり」と

記載し、別紙を添付すること。 

5 6欄は、届出の内容が事業の休止の場合にのみ記載すること。 

6 7欄は、廃止又は休止する理由について具体的に記載すること。 

7 8欄は、直近の許可の有効期間において実習監理を行った団体監理型技能実習に係る事項について全

て記載すること。また、団体監理型実習実施者ごとに、届出の際に現に実習監理を行っていた技能実習

計画について記載すること。その記載事項の全てを欄内に記載することができないときは、同欄に「別

紙のとおり」と記載し、別紙を添付すること。 

8 10欄は、休廃止の届出に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。その他伝達事項があれ

ば併せて記載すること。 
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別
記
様
式
第
２
０
号
（
第
５
０
条
関
係
）

別記様式第20号(第50条関係) 

第1面 

 

第     号   

 

 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律 

第35条第2項において準用する同法第13条第2項の規定による立入検査証 

(同第104条第1項に規定する報告徴収等のみを担当する職員の身分を示す証明書に限る。) 

  

写

真 

職名及び氏名              

 

   年   月   日生     

   年   月   日交付    

 

 

 

 

                印   

  

 

第2面 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律抜粋 

 

 

 (報告徴収等) 

第13条 (略) 

2 前項の規定による質問又は立入検査を行う場合においては、当該主務大臣の職員は、その身分

を示す証明書を携帯し、かつ、関係者の請求があるときは、これを提示しなければならない。 

3 第1項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 

 

 (報告徴収等) 

第35条 主務大臣は、この節の規定を施行するために必要な限度において、団体監理型技能実習関

係者(監理団体等又は団体監理型実習実施者若しくは団体監理型実習実施者であった者をいう。

以下この項において同じ。)若しくは団体監理型技能実習関係者の役員若しくは職員(以下この項

において「役職員」という。)若しくは役職員であった者(以下この項において「役職員等」とい

う。)に対し、報告若しくは帳簿書類の提出若しくは提示を命じ、若しくは団体監理型技能実習

関係者若しくは役職員等に対し出頭を求め、又は当該主務大臣の職員に関係者に対して質問さ

せ、若しくは団体監理型技能実習関係者に係る事業所その他団体監理型技能実習に関係のある場

所に立ち入り、その設備若しくは帳簿書類その他の物件を検査させることができる。 

2 第13条第2項の規定は前項の規定による質問又は立入検査について、同条第3項の規定は前項の

規定による権限について、それぞれ準用する。 
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第3面 

 (許可の取消し等) 
第37条 主務大臣は、監理団体が次の各号のいずれかに該当するときは、監理許可を取り消すこと
ができる。 

 一～三 (略) 
 四 この法律の規定若しくは出入国若しくは労働に関する法律の規定であって政令で定めるも

の又はこれらの規定に基づく命令若しくは処分に違反したとき。 
 五 出入国又は労働に関する法令に関し不正又は著しく不当な行為をしたとき。 
2～4 (略) 
 
 (監理責任者の設置等) 
第40条 (略) 
2 (略) 
3 監理団体は、団体監理型実習実施者が、団体監理型技能実習に関し労働基準法、労働安全衛生
法その他の労働に関する法令に違反しないよう、監理責任者をして、必要な指導を行わせなけれ
ばならない。 

4 監理団体は、団体監理型実習実施者が、団体監理型技能実習に関し労働基準法、労働安全衛生
法その他の労働に関する法令に違反していると認めるときは、監理責任者をして、是正のため必
要な指示を行わせなければならない。 

5 監理団体は、前項に規定する指示を行ったときは、速やかに、その旨を関係行政機関に通報し
なければならない。 

 
 (権限の委任等) 
第104条 主務大臣は、政令で定めるところにより、第35条第1項の規定による報告の徴収、帳簿書
類の提出若しくは提示の命令、出頭の命令、質問又は立入検査(第40条第3項から第5項までの規
定を施行するために行うものに限る。)(次項及び次条において「報告徴収等」という。)の権限
の一部を国土交通大臣に委任することができる。 

2～6 (略) 

 

第4面 

 (職権の行使) 

第105条 主務大臣は、報告徴収等に関する事務について、第35条第1項に規定する当該主務大臣の

職員の職権を労働基準監督官に行わせることができる。 

2 国土交通大臣は、主務大臣の権限が前条第1項の規定により国土交通大臣に委任された場合に

は、報告徴収等に関する事務について、第35条第1項に規定する当該主務大臣の職員の職権を船

員労務官に行わせることができる。 

 

第112条 次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。 

 一 第13条第1項又は第35条第1項の規定による報告若しくは帳簿書類の提出若しくは提示をせ

ず、若しくは虚偽の報告若しくは虚偽の帳簿書類の提出若しくは提示をし、又はこれらの規定

による質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答弁をし、若しくはこれらの規定による検査

を拒み、妨げ、若しくは忌避した者 

 二～十二 (略) 

 

第113条 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者が、その法人又は人

の業務に関して、第108条、第109条、第110条(第44条に係る部分に限る。)、第111条及び前条(第

12号を除く。)の違反行為をしたときは、行為者を罰するほか、その法人又は人に対しても、各

本条の罰金刑を科する。 

(備考)用紙の大きさは、日本産業規格B7とすること。 
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別
記
様
式
第
２
１
号
（
第
５
１
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第21号(第51条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

事 業 区 分 変 更 通 知 書 

 

          殿 

 

法 務 大 臣          印 

 

厚生労働大臣          印 

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第25条第1項第7号の

基準に適合しなくなったと認めるため、同法第37条第2項の規定により、職権で、一般監理

事業許可を特定監理事業許可に変更しましたので通知します。 

記 

1許可番号   

 (ふりがな) 

2監理団体の名称 

  

  

3変更理由 

  

 なお、この処分に不服のあるときは、処分のあったことを知った日の翌日から起算して3

か月以内に、法務大臣及び厚生労働大臣に対して審査請求をすることができます。 

 この処分については、審査請求のほか、この処分のあったことを知った日の翌日から起

算して6か月以内に、国を被告として(訴訟において国を代表する者は法務大臣となりま

す。)、処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、審査請求をした場合には、

処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起

算して6か月以内に提起することができます。 

 ただし、上記の期間が経過する前に、この処分(審査請求をした場合には、その審査請求

に対する裁決)があった日の翌日から起算して1年を経過した場合は、審査請求をすること

や処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるとき

は、上記の期間やこの処分(審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決)があっ

た日の翌日から起算して1年を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取消し

の訴えを提起することが認められる場合があります。 
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別
記
様
式
第
２
２
号
（
第
５
５
条
第
１
項
関
係
）

別記様式第22号(第55条第1項関係) 

(日本産業規格A列4) 

第1面 D・E・F 

  ※ 監査報告受理番号   

 

 

監 査 報 告 書 

 

  年  月  日 

 

 外国人技能実習機構 理事長 殿 

 

提出者             

 

 外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律第42条第1項の規定により、下記の

とおり監査報告書を提出します。 

記 

1許可番号   

 (ふりがな) 

2監理団体の名称 

  

  

3 監理

事 業を

行 う事

業所 

(ふりがな) 

①名称 

  

  

②事業所枝番号   

4 監査

対 象実

習 実施

者 

①実習実施者届出受理番号   

 (ふりがな) 

②氏名又は名称 

  

  

③住所 
〒   ― 

(電話   ―   ―    ) 

④技能実習生の数 合計   人(第1号   人、第2号   人、第3号   人) 

⑤技能実習責任者   

⑥技能実習指導員   

⑦従前の監査の実施の有無 有(直近の実施日    月    日) ・ 無 

5監査実施日    年   月   日 

6 監査

実 施者 

①監理責任者   

②補助者   
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7 実地

に 確認

し た場

所 

①事業所 住所： 

②実習実施場所 住所： 

③宿泊施設 住所： 

8技能実習責任者及び技能

実習指導員からの報告 
 実施  ・  未実施 

9 技能実習

生との面談 

①人数 合計   人(第1号   人、第2号   人、第3号   人) 

②技能実習

生の氏名等 

認定番号：           、氏名： 

認定番号：           、氏名： 

認定番号：           、氏名： 

認定番号：           、氏名： 

認定番号：           、氏名： 

10設備の確認及び帳簿書類

の閲覧 
  実施  ・  未実施 

11宿泊施設その他の生活環

境の確認 
  実施  ・  未実施 

12特記事項 
  

13監査結果 
  

14総合講評 
  

15備考 
  

(注意) 

1 ※印欄には、記載をしないこと。 

2 3欄の②については、事業所枝番号がある場合に記載すること。 

3 6欄の②については、監理責任者の指揮の下に、監査の実務を担当する監理団体の役職員を記載する

こと。 

4 9欄の②については、面談を行った技能実習生に係る技能実習計画の認定番号と氏名を記載すること。

その記載事項の全てを欄内に記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と記載し、別紙

を添付すること。 

5 12欄には、技能実習生が従事する業務の性質上、外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保

護に関する法律施行規則第52条第1号に規定する方法により監査を行うことができなかった場合に、そ

の理由と他の適切な監査方法を記載すること。 

6 14欄については、今回の監査結果に対する監理団体としての評価を簡潔に記載すること。 

7 15欄には、報告に係る担当者の氏名、職名及び連絡先を記載すること。その他伝達事項があれば、併

せて記載すること。 
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別
記
様
式
第
２
４
号
（
第
６
４
条
関
係
）

別記様式第24号(第64条関係) 

第1面 

 

第     号   

 

 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律 

第100条第2項において準用する同法第13条第2項の規定による立入検査証 

  

写

真 

職名及び氏名              

 

   年   月   日生     

   年   月   日交付    

 

 

 

法 務 大 臣          印   

 

厚生労働大臣          印   

  

 

第2面 

外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保護に関する法律抜粋 

 

 (報告徴収等) 

第13条 (略) 

2 前項の規定による質問又は立入検査を行う場合においては、当該主務大臣の職員は、その身分

を示す証明書を携帯し、かつ、関係者の請求があるときは、これを提示しなければならない。 

3 第1項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 

 

 (報告及び検査) 

第100条 主務大臣は、この法律を施行するため必要があると認めるときは、機構に対しその業務

に関し報告をさせ、又は当該職員に機構の事務所に立ち入り、帳簿、書類その他の物件を検査さ

せることができる。 

2 第13条第2項の規定は前項の規定による立入検査について、同条第3項の規定は前項の規定によ

る権限について、それぞれ準用する。 

 

第112条 次の各号のいずれかに該当する者は、30万円以下の罰金に処する。 

 一～十一 (略) 

 十二 第100条第1項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告をし、又は同項の規定による

検査を拒み、妨げ、若しくは忌避した場合におけるその違反行為をした機構の役員又は職員 

(備考)用紙の大きさは、日本産業規格B7とすること。 
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